


明

治

後

期

に

お

け

る

日

本

の

国

家

間

賠

償

ｅ

目

次

序

本

稿

の

目

的
と

構

成

第
一
章

具
体
的
賠
償
事
例

一

日
清
戦
争
関
連

二

朝
鮮
国
王
播
遷
事
件

三

ハ

ワ
イ

移

民

入

国

拒

絶

事

件

四

絶

影

島
土

地

租

借

問

題

五

北

清

事

変

（
義
和
団
事
件
）

六

鴨
緑
江
事
件

七

日

露

戦

争

関

連

八

東
本
願
寺
事
件

九

蓋
平
漁
業
公
司
事
件

一
〇

ヴ

ァ

ン

ク

ー

ヴ

ァ

ー

暴

動

ノ

伊

藤

信

哉

①
．

本

稿

は
、

筆

者

が

先

に

本

誌

五
六

三

号
お

よ

び

四

号

に

お

い

て

発

表

し

た

「
明

治

前

期

に

お

け

る

日

本

の

国

家

間

賠

償
」

の

続

編

に

あ

た

る
。

そ

の

目

的

は
、

日

清

戦

争

か

ら

明

治

末

ま

で

の

間

（
明
治
後
期
）

に
、

日

本

が

関

係

し

た

国

家

間

賠

償

の

諸

事

例

を

紹

介

す

る

と

と

も

に
、

そ

の

特

徴

に

つ
い

て

考

察

す

る

こ

と

で
あ

る
。

②

明

治

前

期

と

同

様
、

明

治

後

期

に

お

い

て

も

日
本

は
、

さ

ま

ざ

ま

な

事

件

を

契

機

と

し

て

諸

国

と

賠

償

金

の

授

受

を

お

こ

な

っ

た
。

こ
の

う

ち

日

本

が

受

領

国

と

な

っ

た

事

例

と

し

て

は
、

た

と

え

ば

日

清

戦

争

や

北
清

事

変

（
義
和
団
事
件
）

に

お

け

る

軍

費

賠

償

が

あ

る
。

ま

た

ハ

ワ
イ

に

お

い

て
、

日
本

か

ら

の

移

民

の

入

国

が

拒

絶

さ

れ

る
事

件
が

起

る

と
、

日
本

は

ハ

ワ

イ

政

府

に
賠

償

を

請

求

し
、

一

五

万

円
を

受

取

っ
た
。

さ
ら

に
清

国
と

カ

ナ
ダ

で

排

日

暴

動
が

起

き

た

際

に

も
、

日

本

は

両

国

か

ら

賠

償
金

を

受

領
し

て
い

る
。

③

一

方
、

日

本

が

賠

償

支

払

国

と
な

っ
た

事

例

も

存

在

す

る
。

た

と

え

ば

日

露

戦

争

中

に
、

し
日

本

の

軍

艦

が

国

際

法

に

違
反

し

て
英

国

汽

船
を

掌

捕

し

た

こ

と

に

対

し
、

賠

償

金

を

支

払

っ

た

「
イ

ー

ス

ト

リ

ー

号
」

事

件

な

ど

で

あ

る
。

本

稿

で

は
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一
一

第
二
辰
丸
事
件

三

三
重
丸
事
件

三

杭

州

暴

動

（
以
上
本
号
）

第

二

章

賠

償

に

至

ら

な

か

っ

た

事

例

（
以
下
次
号
）

第
三
章

参
考
事
例

第

四

章

明

治

後

期

の

国

家

間

賠

償

の

特

徴

結

ま

と

め

ー

今

後

の

課

題

１

ま

ず
、

こ

れ

ら

実

際

に

賠

償

が

な

さ

れ

た

事

例

す

る

（
第

一

章

・

以
上

本

号
）
。

（
二

三
例
）

を

紹

介

す

る

こ

と

と

④

第

二

章

で

は
、

賠

償

の

合

意

に

は

至

ら

な

か

っ
た

も

の

の
、

交

渉

の

過

程

で

そ

れ

が

解

決

の

条

件

と

し

て

提

起

さ

れ

る

な

ど
、

注

意
を

要

す

る

事

例

を

七

例

と

り

あ

げ

る
。

た

と

え

ば

日

清

戦

争

時

に

発

生

し

た

「
高

陞
号

事

件
」

な

ど

で

あ

る
。

⑤

第

三

章

で

は
、

金

銭

の

授

受

は

あ

っ

た

も

の

の

国

家

間
賠

償

と

は

い

い

が

た

い

事

例

を

五

例
、

参

考

事

例

と

し

て

紹

介

す

る
。

た

と

え
ば

「
ハ

ワ

イ

防

疫

焼

却

事

件
」

の

よ

う

に
、

在

留

邦

人

が

居

留

国

の

国

内

司

法

手

続

に
従

い

賠

償

を

受

領

し

た

事

例

で

あ

る
。

⑥

最

後

の

第

四
章

で
は
、

こ

れ

ら

諸

事

例

の

な

か

に

見

出

さ
れ

る

特

徴

に

つ

い

て

考

察

す

る
。

考

察

に

際

し

て

は
、

ま

ず
、

前

稿

「
明

治

前

期

に

お

け

る

日

本

の

国

家

間

賠

償
」

で
提

示
し

た

「
賠

償

の

五

類

型
」

が
、

明

治

後

期

の

諸

事

例

に

つ

い

て

も

適

用

可

能

な

も

の

で
あ

る

こ

と

を

確

認

す

る
。

続

い

て

当

時

の

賠

償

の

特

徴

に

つ

い

て
、

明

治

前

期

の

諸

事

例

と

比

較

し

な

が

ら

明

か

に

し
、

さ

ら

に

そ

こ

に

見

ら

れ

る

相

違

の

生

じ

た

背

景

に

つ
い

て
も
、

簡

単

に

触

れ

る

こ
と

に

し
た

い
。
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レ フ ァ レ ン ス 平 成１０年１１月 号

明
治
後
期
に
お
け
る
日
本
の
国
家
間
賠
償

ｅ

目

次

序

本

稿
の

目

的

と

構

成

第
一
章

具
体
的
賠
償
事
例

一

日
清

戦

争

関

連

二

朝
鮮
国
王
播
遷
事
件

三

ハ

ワ
イ

移

民

入

国

拒

絶

事

件

四

絶

影
島

土

地

租

借

問

題

五

北

清

事

変

（
義

和
団
事

件
）

六

鴨
緑
江
事
件

七

日
露

戦

争

関

連

八

東
本
願
寺
事
件

九

蓋
平
漁
業
公
司
事
件

伊

藤

信

δ

ヴ

ァ

ン

ク

ー

ヴ

ァ

ー

暴

動

二

第
二
辰
丸
事
件

三

三
重
丸
事
件

三

杭

州

暴

動

（
以
上
本
号
）

第

二

章

賠

償

に

至

ら
な

か

っ

た

事
例

（
以
下
次
号
）

第
三
章

参
考
事
例

第

四

章

明

治
後

期

の
国

家

間

賠
償

の

特

徴

結

ま

と

め

１

今

後

の
課

題

１

哉

１９９８
．
１１
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序

本
稿
の
目
的
と
構
成

本

稿

の

目

的

は
、

日

清

戦

争

か

ら

明

治

末

ま

で

の

間

（
明
治
後
期
）

に
、

日
本

が

関

係

し

た

国

家

間

賠

償

の

諸

事

例

を

紹
介

す

る

と

と

も

に
、

そ

れ

ら

の

特

徴

を

考

察

す

る

こ

と

で

あ

る
。

構

成

と

し

て
は
、

ま

ず

全

体

を

四

章

に

分

ち
、

第
一

章

で
具

体

的

な

国

家

間
賠

償

の

事

例

（
二
一
二
例
）

を

紹

介

す

る

（
以
上
本

号
）
。

第

二

章

で
は
、

賠

償

の

合

意

に

は

至

ら

な

か

っ

た

も

の

の
、

交

渉

の

過

程

で

そ
れ

が

解

決

の

条

件

と

し

て

提

起

さ

れ

る

な

ど
、

注
意

を

要

す

る

事

例
を

七

例

と

り

あ

げ

る
。

た

と

え

ば

日

清

戦

争

時

に
発

生

し

た

「
高

陞

号

事

件
」

な

ど

で

あ

る
。

第

三

章

で

は
、

金

銭
の

授
受

は
あ
っ

た

も

の

の
国

家

間

賠

償

と

は

い

い

が

た

い

事

例

を

五

例
、

参

考

事

例

と

し

て

紹
介

す

る
。

た

と

え

ば

「
ハ

ワ
イ

防

疫

焼

却

事

件
」

の

よ

う

に
、

在

留
邦

人

が

居

留

国

の

国

内

司

法

手

続

に

よ

り

賠

償
を

獲

得

し

た

事

例

で

あ

る
。

最

後

の
第

四
章

で
は
、

こ

れ

ら

諸

事

例

の

な

か

に

見

出

さ

れ

る

特

徴

に

つ

い

て
考

察

す

る
。

考

察

に

際

し

て

は
、

筆

者

が

さ

き

に

本

誌

五

六

三

ｉ

四

号

に
発

表

し

た

「
明

治

前

期

に

お

け

る

日

本

の
国

家

間

　
　
　

賠

償
」

の
内

容

を

踏

ま

え
、

そ

こ

で
紹

介

し

た

幕

末

維

新

か

ら

日

清
、

戦

争

前

ま

で
の

時

期

（
明
治
前
期
）

の

諸

事

例

と

比

較

す

る

か

た

ち

で
、

そ

の

特

徴

を

明

か

に

す

る

（
以

上

次

号
）
。

第
一
章

具
体
的
賠
償
事
例

日

清
戦

争

関

連

①

日

清

嫡
和

条

約

日

清

戦
争

は

一

八

九

四

（
明
治
二
七
）

年

七

月

に

は

じ

ま

っ

た

が
、

こ

れ

を

終
結

さ

せ

た

の

が

翌

年

四

月
一

七

日

に

下

関

で

調

印

さ

れ

た

　
　
　

「
日
清

購

和

条

約
」

で

あ

る
。

日

清
戦

争

お

よ

び

購

和

条

約

締

結

を

め

ぐ

る

外

交
過

程

に

つ
い

て

は
、

こ

れ

ま

で
に

も

数

多

く

の

研

究

が

　
ヨ
　

な

さ

れ

て

お

り
、

こ

こ

で

そ

の

詳

細

に

立

入

る

こ

と

は

避

け

る

が
、

こ
の

条

約

に
お

い

て

両

国
は
、

金

銭

の

授
受

に

関
し

て
次

の

二

つ
を

定

め

た
。

一

つ
は

婿

和

条

約

第

四
条

に
基

く

「
軍

費

賠

償
金
」

で
あ

る
。

同

条

の

規

定

に

よ

り

清

国

は
、

庫

平

銀

二

億

両
を

負

担

す

る

こ
と

と

な

り
、

一

八

九

八

（
明
治
三
一
）

年
五

月

ま

で

に
、

日

本

に

対

し

て

邦

　
る
　

貨

換
算

で

三

億

一
一

〇

七

万
二

八

六

四

円

五

四
銭

六
厘

を
支
払

っ
た
。

こ
の

軍

費

賠

償

の

金

額

に

つ

い

て
、

日

本

が

最

初

に

示

し

た

構
和

条

件

で
は

三

億

両

と

な

っ

て

い

た
。

し

か

し

清

国

側

が

こ

れ

に

難
色

を

示
し
、

対

案

と

し

て

一

億

両

（
無
利
子
）

を

提

示

す

る
。

そ

の

後

日

本

側
が

支

払

条

件

な

ど

を

緩

和
す

る

一

方
、

金

額

に

つ

い

て

も
二

億

両

ま

で
引

下

げ

た

た

め
、

清

国
も

こ

れ

に

同

意

し

た
。

な

お

通

貨

単

位

で
あ

る

庫

平

銀

両

に

つ

い

て
、

こ

れ

を

海

関

両

（
英

貨
三

シ
リ
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明治 後 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （一）

　
　
　

ン

グ

に

あ

た

る
）

と

等

価

と

す

る

説

も

あ

る

が
、

両

者

に

は

若

干

の

　
　
　

差

が

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る
。

な

お

こ

の

戦

争

で

日

本

側

が

支

出

し

た

　
　
　

戦

費

は
、

約

二

億

一

〇

三

〇

万

四

八

九

〇

円

で

あ

っ

た
。．

も

う

一

つ
は

購

和

条

約

第

八

条

お

よ

び

同

条

約

附

属

の

別

約

第

一

条

に
基

く
、

「
保

障

占

領
」

経

費

の

一

部

負

担

で

あ

る
。

購

和

条

約

第
八

条

は
、

清

国

が

条

約

の

規

定

を

誠

実

に

履
行

す

る
担
保

と
し

て
、

日

本
軍

が

山

東

省

威

海

衛

を

一

時

占

領

す

る

こ

と

を

定

め

て

い

た
。

そ

し

て
そ

の

経

費

の

四
分

の

一
、

庫

平

銀

五

〇

万

両

を

清

国

が

年
ご

と

に

負
担

す

る

旨

規

定

し

た

の

で
あ

る

（
別
約
第
一
条
）
。

こ

の

経

費

負

担

に

つ
い

て

も
、

当

初

日

本

側

は

年

二

〇

〇

万

両

の

負

担

を

求
め

　
　

　

て

い

た

が
、

交

渉

に

よ

っ

て

減

額

さ

れ

た
。

保

障

占

領

は
、

清

国

が

賠

償

の
全

額

を

繰

上

完

済

し

た

一

八

九

八

（
明
治

三
一
）

年

五

月

ま

で

続

い

て
お

り
さ

清

国

は

三

年

間

で

一

五

〇

万

両

（
二
一
二
八

万
一
〇

　
　
　

三

円

三

七

銭
六

厘
）

を

支

払

っ

て

い

る
。

②

遼

東
半

島

還

付

（
三
国
干
渉
）

一
八

九

五

（
明
治
二
八
）

年

四
月
、

日

清

購

和

条

約

が

調

印

さ

れ
、

台

湾
、

膨

湖

諸

島

と

共

に

遼

東

半

島

が

日

本

に

割

譲

さ

れ

る

こ

と
と

な

る

と
、

ロ

シ

ア
、

フ

ラ

ン

ス
、

ド

イ

ッ

の

三

か

国

が

こ

れ

に

異

議

を

申
立

て
た
。

そ

し

て
条

約

調

印

の

六

日

後
、

三

か

国

の

公

使

は

外

務

省
を

訪

れ
、

そ

れ

ぞ

れ

遼

東

半

島

の

清

国

へ

の

還

付

を

求
め

る

覚

　
り
　

書

を

手

渡

し

た
。

日

本
政

府

は

急

遽

こ

の

干

渉

へ

の

対

応

を

協
議

し
、

ま

た

イ
ギ

リ

ス
、

ア

メ

リ

カ
、

イ

タ

リ

ア

等

の

意

向

を

打

診

す

る
。

し

か

し

干

渉

の

拒

絶

を

可

能

と

す

る

よ

う
な

材

料

は

み

つ
か

ら

ず
、

政

府
は

や

む

な

く

三

国

の

申

入

れ

を

受
諾

す

る

こ

と

に

決

し

た
。

そ

し

て
三

国

に

対

し
、

金

州

庁

（
旅

順
大
連
地

区
）

を

還

付

の

対

象

か

ら

外

す

こ

と

な

ど

を

条

件

に
、

半

島

を
清

国

に

還

付

す

る

旨
の

覚
書
を

提
出

す
る
。

し

か

し

こ

の

条

件

に

は

ロ
シ

ア

が

異

議

を

挟

み
ふ

ま
た

清

国

も

本

件

の

未

決

を

理

由

に

嫡

和

条
約

の

批

准

延

期

を

求
め

て
き

た

た

め
、

日

本

側

は

と

り

あ

え

ず

こ

れ
ら

の

条

件

に

は

言

及

せ

ず
、

半

島

の

還

付

だ

け

を

急

ぎ

宣

言

す

る

こ
と

と

し
、

そ

の

旨

三
国

政
府

に
申
入
れ

た
。

か

く

し

て

さ

し

あ

た

り
半

島

の

返

還

は

宣

言

し
た

も

の

の
、

そ

の

条

件

に

つ

い

て

は

清

国

側
と
、

改

め

て

交

渉

す

る
必

要

が

あ

っ

た
。

日

本

政

府

は

七

月

の

閣

議
で
、

還

付

の

償

金
と

し

て
庫

平

銀

五

〇

〇

〇

万

両

を

求

め

る

こ
と

を

決
め
、

外

務

次

官
か

ら

転

じ

た

林

董

駐

清

公

使

に
、

清

国

側

と

の
交

渉

を

命

ず

る
。

し

か

し

こ

こ

で

再

び

三

国

が

干

渉

に

乗

出

し
、

九

月

に

は

還

付

の

報

酬
を

三

〇

〇

〇

万

両

ま

で

減

額

す

る

よ

う

求
め

て
き

た
。

日

本

側

は

こ
の

再

干

渉

に

も

譲

歩
を

余

儀

な

く

さ

れ

る
。

結

局
、

一

八

九
五

（
明
治

二
八
）

年

＝

月

八

日
、

日

清

間

に

締

結
さ

れ

た

「
奉

天

半

島

還

付

条

約
」

に

よ
っ

て
清

国

政

府

は
、

庫

平
銀

三

〇

〇

〇

万

両
を

日
本

政

府
に
支

払
う

こ
と
で
、

半

島

の

還

付

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た
。

そ

し

て

条

約

の
規

定

に

し
た

が

い

同

月

一

六

日
、

駐

英

日
本

公

使

は
イ

ン
グ

ラ

ン

ド
銀

行

に

お
い

て
、

庫

平

銀

三

〇

〇

〇

万
両

を

英

貨

１９９８．１１
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に

換

算

し

た

額
、

四
九

三

万
五
一

四
七

ポ
ン

ド
一

シ
リ

ン
グ
一

ペ
ニ

ー

三

フ

ァ

ジ

ン

グ

（
四

四

九

〇

万

七

四

九

九

円

二

八

銭

九

厘
）

を

受

領

し

（
肥
。

ナ

な

お
、

こ

の

領

土

還

付
の

見

返

り
と

し

て
支

払

わ

れ

た

金

銭

に

つ

い

て
は
、

公

式

文

書

で

も

さ
ま

ざ

ま
な

言
葉

が

用
い
ら

れ

て
い

る
が
、

還

付

条

約

で

は

「
報

酬
」

お

よ
び

「
報

償
金
」

と

い

う

表

現

が

使

わ

れ

て

お

り

（
日
本

語

正

文
、

第

二

条

お

よ

び

第

三

条
）、

英

語

正

文

で

は

そ

れ

ぞ

れ

ｏ
Ｏ
日
ｂ
８

鶏

謡
ｏ
戸

ｏ
ｏ
ヨ
ｂ
魯
。。
ｐ
８

姥

ぎ
自
Φ
日

巳

畠

と

い

　
　
　

う

語

が

あ

て

ら

れ

て

い

る
。

③

ス
ヱ

レ

ス

号

事

件

一

八

九

五

（
明
治
二
八
）

年

六

月

二

日
、

清

国

は

購

和

条

約

の

規

定

に

よ

り
、

台

湾

を

日

本

に

引

渡

し

た
。

同

年

一

〇

月

二

〇

日
、

イ

ギ

リ

ス

汽

船

ス

ヱ

レ

ス

（
日
げ
巴
Φ
ω
）

号

が
、

台

湾

南

部

の

安

平

か

ら

対

岸

の

福

建

省

屓

門

に

向

け

て

出

港

し

た

際
、

日
本

海

軍

の

通

報

艦

八

重

山

は
、

当

時

台

湾

に

生

じ

て

い

た

叛

乱

の

荷
担

者

が

同

号

に

乗

船

し

て

い

る

と

判

断
、

厘

門

か

ら

一

五

海

里

の

公

海
上

に
お

い

て
、

同

船

を

停

止

さ

せ

臨

検

す

る
。

そ

し

て

乗

客

の

う
ち

七

名

の

勾

引
を

試

み

た

が
、

船

長

は

引

渡

を

拒

否

し

た
。

そ

の
た
め

八
重

山
艦

長

は
、

七

名

を

船

内

で

拘

留

し
、

屓

門

入

港

後

は

日

本

領

事
の

指

図

に

し

た

が

わ

せ

る

こ

と

を

条

件

に
、

同

船

を

解

放

し

慶

門

へ
の

航

行
を

許

し

た

。イ

ギ

リ

ス

側

は
、

八

重

山

の

一

連

の

行

為

が

国

際
法

に
違

反

す

る

も

の

で

あ

る

と

し

て
、

日

本
政

府

に

抗

議
す

る
。

日

本

側

も

こ

の
抗

議

を

受

入

れ
、

文

書

で

遺

憾
の

意

を

示

す
と

と

も

に
、

ス

ヱ

レ

ス
号

の

被

っ

た

損

害

の

賠

償

を

申
し

出

た
。

そ

の

後

イ

ギ

リ

ス

側

は
、

そ

れ

ら

の

措

置

に

加

え
、

イ

ギ

リ

ス

国

旗

に

対

す

る

礼

砲

を

求

め

る
が
、

日

本

側

は
三

国

干
渉

直

後

の

硬

化

し

た

国

内

輿

論

に

配

慮

し

て
、

関
係

者

の

処

罰

を

以

て

こ
れ

に

代

え

る

こ

と

を

申

し

出

る
。

イ

ギ

リ

ス
政

府

が

こ

の

申

し

出
を

受

け

容

れ

た

た

め
、

こ

れ

ら

三

つ

の

措

置

（
イ

ギ

リ

ス

側

の

抗

議

文

お

よ

び

日

本

側

の
遺

憾

の

意

を

示
す

回

答
文

の

公

表
、

事

件

に
伴

う
損

害

の

賠

償
、

関

係

　
お
　

将

校

の
処

分
）

に

よ

り

事

件

を

落

着

さ

せ

る

こ

と

と

な

っ

た
。

し

か

し

一

八

九

六

（
明
治
二
九
）

年

二

月

に
、

ス

ヱ

レ

ス

号

の

所

有
者

で

あ

る

イ

ギ

リ

ス

の

民

間

会

社
が
、

賠

償

を

要

求

し
な

い

旨

の

　
け
　

意

思

を

明

か

に

し

た

た

め
、

実

際

の

賠

償

は

行

わ

れ

な

か

っ

た
。

な

お
、

日

清

戦

争

に

関

連

し

た

そ

の
他

の

金

銭

授

受

と

し

て
、

清

国
捕

虜

の

送

還

を

め

ぐ

る

問

題

が

あ

る
。

平

和

回

復

後

の

一

八
九

五

（
明
治
二
八
）

年

八

月
、

日
本

政

府

は

清

国
人

捕

虜

を

本

国

へ

送

還

し

　
め
　た

。

日

本

側

は

翌

年

に

な

っ

て
、

こ

の

送

還

の

経

費

を

清

国

側

に

請お
　

求

し
、

日
本

銀

貨

一

万

四
五

四
一

円

八

九

銭
六

厘

を

受

領

し

て

い

る

が
、

こ
れ

は

純
然

た

る

「
対

価
」

の

授

受

に
あ

た

り
、

賠

償

と

は

み

な

し

が

た

い
。
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明 治 後期 にお ける 日 本 の 国 家 間 賠 償 （一）

二

朝
鮮
国
王
播
遷
事
件

一

八

九

六

（
明
治
二
九
）

年

二

月

一

一

日

払

暁
、

朝

鮮

国

王

が

世

子

ら

と

と

も

に
、

王

宮

を

脱

し

て

ロ

シ

ア

公

使

館

に

遷

る
と

い

う

事

件

が

起

っ

た

（
朝
鮮

国
王
播
遷
事
件
）
。

当

時
、

朝

鮮

国

内

で

は

親

露

派

と

親

日

派

が

激

し

く

対

立

し

て

い

た
が
、

こ
の

事

件
に

よ

っ

て
金

宏

集

政

権

が

倒

潰

す

る

な

ど

親

日

派

の
立

場

は
失

墜

し
、

ま

た

朝

鮮

　
り
　

に

居

留

す

る

邦

人

も
、

暴

徒

の

襲

撃

に
よ

り
甚

大
な

損
害

を
被

っ
た
。

日

本

側

は

政

治

的

地

歩

の

回

復

に

努
め

る

傍

ら
、

こ

れ

ら

邦

人

の

　
　
　

被

害

に

つ

い

て

も

韓

国

側

に

賠

償
を

求
め

る
。

そ

し

て
事

件

か

ら

九

年

後

の
一

九

〇

五

（
明
治
三
八
）

年

一

月

に

交

渉

が

ま

と

ま

り
、

日

本

側

の

要

求

額

二

四

万

五

〇

〇
〇

円

の

う

ち
、

四

分

の

一

を

減

じ

た

一
八

万
三

七

五

〇

円

を
、

韓

国
側

が

被

害

者

へ

の

救

憧

金

と

し

て

支

払

う

こ

と

と

な

っ

た
。

な

お

問

題

の

早

期

解

決

を

図

る

た

め
、

支

払

は

「
韓

帝

陛

下

単

独

ノ
意

志

二

基

キ

救

仙

金

若

干

ヲ

政

府

若

ク
ハ

内

努

ヨ

リ

支

払

ハ

シ

ム

ル
」

（
『
日

本

外

交

文

書
』

第

三

八

巻

一

冊
、

文

書

五

五
三
）

と

い

う

形

式
を

と

る

こ

と

と

し
、

こ

れ

ら

の

損

害

に

対

す

る

韓

国
政

府

の

責

任

に

つ
い

て
は
、

あ

え

て

こ

れ

を

明

確

に

し
な

か

っ

（囎鴇
。

ナ三

ハ

ワ

イ
移

民

入

国
拒

絶

事

件

一

八

九

七

（
明
治
三
〇
）

年

の

二

月

か

ら

四

月

に

か

け

て
、

ハ

ワ

イ

共

和

国

政

府

は
、

日
本

か

ら

渡

航

し

た

移

民
一
六
六

三

名
の

う
ち
、

＝

八

五

名

の

入
国

を

拒

絶

し

た
。

こ

の

措

置
を

不
当

と

す

る

移

民

側

は
、

ハ

ワ
イ

大

審

院

に

提

訴

し

た

が

却

け

ら
れ

る
。

そ

こ

で

日

本

政

府

は
本

件

を

外

交

問

題

と

し

て

取
上

げ
、

ハ

ワ
イ

政

府

に

正

式

に

抗

議
す

る

こ

と

に

し

た
。

そ

の
た

め

ま

ず
、

ホ

ノ
ル

ル

の

日

本

総

領

事

館
を

公

使

館

に

昇

格

し
、

島
村

総
領

事
を

弁

理

公

使

に

任

ず

る

と
と

も

に
、

巡

洋

艦

浪
速

を

現

地

に

派

遣
。

そ

の

上

で

ハ

ワ

イ

政

府

に

対
し
、

入

国

拒

否

お
よ

び

こ

れ

に

関
連

す

る

措

置

が
、

日

本

・
ハ

ワ
イ

間

の

条

約

の
規

定

に
反

す

る

も

の

で
あ

る

と

主

張

し
、

今

回

の
ハ

ワ
イ

政

府

の

措
置

に

由

来

す

る

損

害

（
二
五
万
円
）

の

賠

償
を

要

求

し

た
。

こ

の

抗

議

に

対

し

ハ

ワ
イ

政

府

は
、

本

件
を

仲

裁

裁

判

に

付

す

る

こ

と

を

提

議
。

日

本

側
も

こ

れ

に

応

ず

る

姿
勢

を

見

せ

た

が
、

具

体

的

な

手

続

を

め

ぐ

っ

て
交

渉

は

難

航

し

た
。

そ

の

後
、

ハ

ワ

イ

が

米

国

に

併

合

さ

れ

る

運
び

と

な

っ

た

た
め
、

そ

れ

ま

で

に

問

題
が

解

決

さ

れ

る

よ

う
、

米

国

政

府

が

調

停

に

の

り

だ

し

て

く

る
。

そ

し

て

一

八

九

八

（
明
治
三
一
）

年

七

月

二

七

日
、

ハ

ワ

イ

政

府

お

よ

び

枢

密

院

は
、

米

国

政
府

の

説

得

を

受

け
、

「
布

畦

政

府

ハ

責

任

即

チ

非

行

ア

ル

コ

ト

ヲ

自

認

セ

ス

且

ッ

之

レ

マ

テ

論

議

シ

タ

ル

主

義

ヲ

棄

榔

セ

ザ

レ

ト

モ

和

解

ノ

為

メ
」

（
『
日
本

外

交

文

書
』

第

三
一

巻

二

冊
、

文

書

七

〇

〇
）

日

本

の

要

求

に

応

じ

る

こ

と

と

し
、

翌

月

一

日

に
、

交

渉

を

経

て

減
ぜ

ら

れ

た

額

米

貨
七

万

五

〇

〇

〇

ド

ル

（
一
五

万
円
）

を

国
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庫

か

ら

支

出
、

　
れ
　

日

本

側

に

支

払

っ

た
。

四

絶

影

島
土

地

租

借

問

題

一

八

九

七

（
明
治
三
〇
年
）

年

八

月
、

日

本

政

府

は
、

駐

朝

ロ

シ

ア
公

使

が

朝

鮮

政

府

に

対

し
、

石

炭

貯
蔵

庫

の

建
設

を
名

目
と

し
て
、

釜

山

絶

影

島

の

一

部

土

地

の

租

借

を

求
あ

た

と

の

情

報

を

得

た
。

当

時

は
、

朝

鮮

半

島

を

め

ぐ

る

日

露

の

対
立

が

昂

じ

つ

つ
あ

っ

た

時

期

に

あ

た

り
、

日

本

側

は

こ

の

租

借

契

約

の
阻

止

を

決

意

す

る
。

具

体

的

に

は
、

朝

鮮

側

に

こ

の

件

に

関

す

る

ロ

シ

ア

側

の

動

き

を

封

じ

る

よ

う

働

き

か

け

る

一

方

で
、

租

借

予

定
地

の

一

部

を

所

有

す

る

在

留

邦

人

に

対

し

て
、

ロ

シ

ア

側

の

用

地

買

収

の
要

求

に
応

じ

な

い

よ

う

指

導

を

続

け

た
。

と

こ

ろ

が

ロ

シ

ア

側

は
、

釜

山

に

軍

艦

を

派

遣

し
、

さ

ら

に

日

本

人

荒

木

嘉

作

の

所

有

す

る

耕

作

地

に
、

無

断

で
松

や
杉

の

苗

木

を

植

樹

す

る
。

荒

木

か

ら

の

申

し

出

を

受

け

た

在
釜

山

日
本

領

事
館

事

務

代

理

は
、

ロ

シ

ア

軍

艦

シ

ウ

ー

チ

（
ω
一
乏
Ｏ
ζ一
〇
げ
）

号

を

訪

ね
、

艦

長

に

そ

の

不

当

を

訴

え

た
。

艦

長

は

植

樹

に

つ

い
て

そ
の

誤
り
を

認
め
、

与

え

た

損

害

の

賠

償

を

申

し

出

る

一

方
、

樹

木
を

頻

繁

に

移

植
す

る

こ

と

の

困

難

を

理

由

に
、

し

ば

ら

く

の

間
、

植

樹

し

た
土

地

を

貸

与

す

る

よ

う

求
め

る
。

日

本

側

は

所

有

者

と

も

協

議

し
、

ま

た

石

炭
庫

の

建

設

が

事

実

上

不

可

能

と

な

り

つ
つ

あ

っ

た

全

般

的
な

状

勢
を

も

考

慮

し

て
、

こ

の

要

求

を

認

め

る

こ

と

と

し

た
。

一

八

九

八

（
明

治

三
一
）

年

二

月
、

領

事

館

に

て
貸

与

の

約

束
が

交
さ

れ
、

日

本

側

は

植

樹

に

よ

り

被

っ

た

損

害
、

す
な

わ

ち

該

地

で

の
収

穫

が

期

待

さ
れ

て

い

た

麦

の

代

価
、

金
三

〇

円
を

受

取

る

代

り

に
、

同

年

七

月

ま

で

ロ

シ

ア

側

の

土

地

の

利

用

を

認

め

る

こ

と

と

な

っ

た
。

な

お

石

炭

庫

予

定

地

に

含

ま
れ

る

邦

人

の

所

有
地

に

つ
い

て

は
、

そ

の

保

持

を

よ

り

確

実

な

も

の
と

す

る

た

め
、

日

本
政

府

が

一

括

し

て

買

収

す

る

こ

と

と

な

り
、

経

費

四
〇

〇

〇

円

が

同

年

四
月
、

陸

軍

　
れ
　

省

よ

り

支

出

さ

れ

て

い

る
。

五

北

清

事

変

（
義
和
団
事
件
）

一

九

〇

〇

（
明
治
三
三
）

年

六

月

二

〇

日

か

ら

八

月

一

四

日

ま

で

の

「
北

京

列

国
公

使

館

区

域

攻

囲

戦
」

（
各
国

の
公
使

館
護
衛

兵
・

義

勇

兵

と
、

義

和

団

・

清

国

正

規

軍

と
の

戦

い
）

を

頂

点

と

す

る

北

清

事

変

（
義

租

団

事

件
）

に

つ

い

て

は
、

日

清

戦

争

な

ど

と

同

様
、

こ

れ

ま

で

　
　

数

多

く

の

研

究
が

な

さ

れ

て
い

る
。

本
稿

で
は

事

変

そ

の

も
の

に

つ

い

て

の

叙

述

は

割

愛
し
、

賠

償

に

関

す

る

点

に

つ
い

て

の

み

取

り
上

　
お
　

げ

る

こ

と

と

し

た

い
。

事

変

に

対

す

る

賠

償
が

本

格

的

に

論

議

さ
れ

た

の

は
、

同

年
一

〇

月

か

ら

開

か

れ

た

在

北

京

列

国
公

使

会

議

に

お

い

て

で
あ

っ

た
。

そ

こ

で

は

関

係

者

の

処

罰
を

は
じ

め

と

す

る

清

国

政
府

へ

の

要

求

事

項

が

審

議

さ

れ
、

賠

償

も

そ

の
一

つ
と

し

て

と

り

あ
げ

ら

れ

た
。

審

議

は

一

二

月

ま

で

続

き
、

そ

の

結
果

は

「
連

名

公

書
」

と

し

て

清

国

側
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明 治 後 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （一）

に

手

交

さ
れ

る
。

さ

ら

に

翌

年

二

月

か

ら

は

こ

の

公

書

を

基

礎

と

す

る

清

国
全

権
委

員

と

の

交

渉
、

ま

た

列

国

公

使

に

よ

る

要

求

条

件

の

細

目

に

関
す

る
協

議

が

行

わ

れ
、

一

九

〇

一

（
明
治
三

四
）

年

九

月

七

日
、

関

係

＝

か

国

と

清

国

と

の

間

に

「
北

清

事

変

二

関

ス

ル

最

終

議

定

書
」

が

締

結

さ

れ

た
。

賠

償

に

つ

い

て

は

議

定

書

第

六

条

の

規

定

に
よ

り
、

清

国

が

各

国

に

総

額

四

億

五

〇

〇

〇

万

海

関

両

を
、

　
　
　

三

九

年

か

け

て

支

払

う

こ

と

と

な

っ

た
。

賠

償

支

払

の

対

象

と

な

っ

た

の

は
、

国

家

の

ほ

か
、

会

社
、

個

人
、

そ

し

て
外

国
人

に
雇

傭

さ

れ

て

い

た

清

国

人

が
、

事

変

に

よ

り

直

接

的

に
被

っ

た

損

害

で

あ

る
。

国

家

の

被

害

に

つ

い

て

は

必

要
と

し
た

軍

費

（
死

傷

将

兵

の
遺

族

年

金

な

ど

を

含

む
）

の

ほ

か
、

破

壊

さ

れ

た

公

使

館

の

修
築

費

用

な

ど

が

含

ま

れ

る
。

ま

た

国

家

以

外

の
者

の

損

害

に

つ
い

て

は
、

そ

の

請

求
を

所

属

す

る

国

家

を

通

じ

て

行

う

こ
と

　
が
　

と

な

っ

た
。

日

本

に

関

し

て

は
、

ま

ず

国

家

の

損

害

額

と

し

て
、

事

変

そ

の

も

の

に
対

す

る

軍

費

（
金

四

〇
九
一

万

六
〇

〇
〇

円
）
、

北

京

占

領

に
要

す

る

軍

費

（
金
六
〇
〇
万
円
）
、

事

変

中

に
破

壊

さ

れ

た

鉄

道

の

修

繕

費

（
金
六
五
万
八
○
○
○
円
）

が

あ

り
、

こ

れ

に

会

社

お

よ

び

個

人

の

被

っ

た

損

害

額

（
金

二

五

〇

万

円
、

た

だ

し

死

傷

者

に

対

す

る

手
当
は
含
ま
な
い
）

を

加

え
た

合

計
五

〇

〇

七

万

四

〇

〇
〇

円

（
三

五

　
　
　

五

八

万

九
一

九

六

・
八

六

両
）

が
、

そ

の

賠

償

要

求

額

と

な

っ

た
。

し

か

し

各

国

の

要

求

額
を

総

て

足
し

合

せ

る
と
、

そ

の

額

は

四

億

六

〇

〇

〇

万

余

両

と

な

り
、

議

定

書

で
取

決

め

ら

れ

た

額

を

一

〇

〇

○

万

両
ほ

ど

超

過

す

る
。

そ

の

た
め

協

議

の

結

果
、

一

九

〇

二

（
明

治
三
五
）

年

に

な

っ

て
賠

償

の

総

額

四
億

五

〇

〇

〇

万

両

を
、

各

国

が

申

告

し

た

損

害

額

の

比

率

に

応
じ

て
分

配

す

る

こ

と

で

合

意

し
、

同
年

六

月

一

四

日

に

調
印

さ

れ

た

協
定

に

よ

っ

て

そ

の

受

領

額

を
確

　
め
　

定

し

た
。

日

本

の

受

領

額

は

こ

の

協
定

に

よ

り
、

三

四

七

九

万
三
，一

〇

〇

海

関

両
、

邦

貨

換
算

で
四
八

九
五

万
三
八

九
一

円
七

〇
銭
と

な
っ

た

（
賠

償

総
額

の

七

・

七

三
一

八
パ

ー

セ

ン
ト
）
。

さ

ら

に

こ

の

金

額

に

は

年

四
パ

ー

セ

ン

ト

の

利

子

が

つ
く

た
め
、

日

本

の
受

領

額

は

元

利

合

計

で

一

億

六

八

六

万

一

〇

〇
一

円

九

五

銭
六

厘

と

な

る

こ
と

が

予

　
の
　

定

さ

れ

た
。

そ

の

支

払

は
、

辛

亥

革

命
後

も

中

華

民

国
政

府

に

よ

り

続

け

ら

れ

　
　
　

た

が
、

日

本

へ

の

支

払

に

つ
い

て
は

紆

余
曲

折

を

経

た

の

ち
、

日

華

事

変

勃

発

後

の

一

九

三

七

（
昭
和
一
二
）

年

一

〇

月

を

最

後

に

杜

絶

　
　
　

し

た
。

六

鴨
緑
江
事
件

鴨

緑

江

は
、

豆

満

江
と

と

も

に

清
韓

の

国

境

を

形

成

し

て

お

り
、

ま

た

日

露

両

国
が

こ

の
方

面

に

重
大

な

関

心

を

抱

い

て

い
た

こ
と

か

　
　
　

ら
、

そ

の

流

域

は

し

ば

し

ば

こ

れ

ら

の

国

々

の

葛

藤

の

場

と

な

っ

た
。

『
日

本

外

交

文

書
』

な

ど

の
記

録

か

ら

判
断

す

る

と
、

日

本

は

こ

の

地

方

に
ま

つ
わ

る

事

件

で
、

数

回
に

わ

た

り
韓

国
や

清

国

か

ら

賠

償

金

を

受

取

っ

て

い

る

よ

う

で

あ

る
。
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①
第
一
次
事
件

一

九

〇

三

（
明
治
三
六
）

年

（
月

日
は
不

詳
）
、

同

地

方

に

お

い

て

邦

人

二

名

が
、

同

地

に

駐

屯

す

る

韓

国
鎮

衛

隊

の

兵

士

た
ち

か

ら

暴

行

を

受

け

た
。

こ

の

事

件

は

も

と

も
と
、

酩

酊

し

た

被

害
者

が

駐

屯

地

の

衛

兵

を

嘲

弄

・

侮

辱

し

た

こ
と

に
端

を

発

し

て

お

り
、

被

害

者

側

に

も

責

め

ら

れ

る

べ

き

点

が

多

々
あ

っ

た
。

日

本

政

府
が

現

地

に

人

を

派

し

て
交

渉

し

た

と

こ

ろ
、

韓

国

側

は

公

式

の

陳

謝
、

兵

士

全

体

に

対

す

る

懲

戒
、

被

害

者

治

療

費
と

し

て
三

〇

〇

円
を

日
本

側

に

　
　
　

支

払

う

こ

と

な

ど

を

申

し

出

た
。

②
第
二
次
事
件

一

九

〇

六

（
明
治
三

九
）

年

五

月
二

六

日
、

河

を

下

っ

て

い

た

日

本

の

軍

用

木

材

廠

の

筏

が
、

現

在

の

吉
林

省

輯

安

県

羊

魚

頭
付

近

に

て
、

清

国

兵

五

名

に

指

揮

さ

れ

た

現
地

木

材

業

者

約

四

〇
名

の

襲

撃

に

よ

っ

て

強

奪

さ

れ

た
。

こ

の

事

件

は
、

木

材

廠

が

日

頃

材
木

の

無

償

供

出

な

ど

を

強

い

る

こ

と

に
、

現
地

業

者
が

反

感

を

抱
い

て
い

た

こ

と

が

そ

の

背

景

に

あ

っ

た
。

事

件

の

善

後

処

理

の

た

め
、

清

国
か

ら

は

東

邊

道

塁
、

日
本

か

ら

は

木

材

廠

長

と

安

東

県

の

軍

政

官

が

出

て

交

渉

を

行

い
、

同
月

末

日

に

は

犯

人

の

処

罰

な

ど

六

か

条

か

ら
な

る

解

決

案

が

成
立

す

る
。

こ

れ

に

よ

り

清

国

側

は
、

被

害

額

数

千

円

に

対
し

て
、

謝

罪
の

意

味

も

　
お
　

含

め

て

金

二

万

五

〇

〇

〇

円

を

支

払

う

こ
と

と

と

な

っ
た
。

③
第
三
次
事
件

一

九

〇

七

（
明
治
四
〇
）

年

五

月

＝
二
日
、

軍

用

木

材

廠

の

筏

が

再

び
、

木

殖

公

司

（
清
国
政
府
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
半
官

半
民

の
伐
木

会

社
）

に

所

属

す

る
清

国

兵

の

襲

撃

を

受

け
た
。

当

時

木

材

廠

は

清

国

の

業

者

に

対

し
、

伐

木

の

四
分

の

一
を

指

定

価

格

で

供

出

す

る

よ

う

強

制

し

た

こ

と

で
、

は

げ

し

い

反

掻

を

受

け

て

お

り
、

こ

の

事

件

は

そ

の

よ

う
な

感

情
を

背

景
と

し

て
発

生
し

た

も

の

で

あ

っ

た
。

ま

た

同

じ

頃
、

日

本

の

民

間
会

社

お

よ

び

個
人

の

管

理

す

る

筏

も
、

数

か

所

で

清

国

兵

に

よ
っ

て
強

奪

さ
れ
、

さ

ら

に
そ

の

際
、

日

韓

人

数

名

が

暴

行

・

監

禁

さ

れ

た
。

鯛

日

本

側

は
、

清

国

側

に

抗

議
し

て

そ

の

取
締

を

求

め

た

ほ

か
、

少

く

と

も

民

間

会

社
お

よ

び

個
人

の

被

害

の
一

部

（
二
九
五

四
元
七
七
銭

五

厘

分
）

に

つ

い

て
、

賠

償

支

払

を

求

め

て

い

る

（
た

だ

し

そ

の

結

末

　
　
　

は
不

明

で
あ

る
）
。

④
第
四
次
事
件

第

三

次

事

件

の

の
ち
、

軍

用
木

材

廠

な

ど

に
代

る

木

材

会

社

を

日

清

共

同

で

設

立

す

る

こ
と

が

決
定

さ

れ

た
。

そ
し

て
一

九

〇

八
．

（
明

治
四
一
）

年

五

月

に

「
鴨

緑

江

採
木

公

司

二

関

ス

ル

取

極
」

が

調

印

さ

れ

る
。

し

か

し

木

材

廠

に

よ

る

「
四

分

の
一

強
制

買

収
」

に

反

嬢

し

て

い

た

清

国

側

の

木

材

組

合

員
は
、

一

方

で

新
会

社

に

よ

り

職

を

奪

わ

れ

る

こ

と

を

惧

れ
、

反

対

運

動

に

立

ち

上

る
。

六

月

二

四

日
、

彼

ら

は

伐

木

検

査

を

行

っ

て

い

た
木

材

廠

の

職

員
を

襲

撃

し

て
、

三

名

に

軽

傷

を

負

わ

せ

た

う

え
、

二

名

を

一

時

拉

致
し

た
。
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明治後期における日本の国家間賠償 （一）

日

清

両

国

は

木

材

廠

に

よ

る

強

制

買

収

の

是

非

に

つ
い

て
交

渉

す

る

一

方
、

同

廠

職

員

に

対

す

る

暴

行

事

件

の

処

理

を

す

す

め

る
。

そ

し

て

日

本

側

が

犯
人

の

処

罰

と
、

被

害

者

医

薬

料

お

よ

び

損

害

賠

償

（
合
せ

て
金
二
〇
〇
〇
円
）

の

支

払

を

求

め

た

の

に

対

し
、

清

国

側

は

犯

人

処

罰

に

つ
い

て
は

そ

の

ま

ま

承

諾

し

た

も

の

の
、

賠

償

に

つ

い

て

は

一

〇

〇

〇
円

へ

の

減

額

を

求
め

た
。

日

本

側

は
、

こ

の

よ

う

な

些

細

な

問
題

で
清

国

側

の

感

情
を

刺

戟

す

る

の

は

得
策

で
な

い

と

考

　
あ
　

え
、

こ

の

回

答

を

そ

の

ま

ま

受

諾

し

た
。

以
上

の

ほ

か
、

一

九

〇

九

（
明
治
四
二
）

年

に

も

漂

流

木

の

処

理

を

巡
っ

て
一

時

清

国

が

日

本

に

賠

償

を

求

め

た

が
、

こ

れ

に

つ
い

て

は
そ

の

処

理

協

定
を

新

た

に

締

結

す

る

こ

と

で
、

清

国

側

が

要

求

を

　
　
　

取

下

げ

た

よ

う

で

あ

る
。

七

日

露

戦

争

関
連

日

露

戦

争

の
場

合
、

戦

後

日

露

の

間

で

軍
費

の

賠

償

は

行

わ

れ

て

い

な

い
。

し

か

し

そ

れ

以

外

に
、

ロ

シ

ア

お

よ

び

そ

の

他

の

国

と
、

日

本

と

の

間

で
幾

つ

か

戦

争

に

関

連

す

る

賠

償

が

行

わ

れ

て

い

る

の

で
、

こ

こ

で

は

そ

れ

ら

に

つ

い

て

紹

介

す

る

こ

と

に

し

た

い
。

①
牛
荘
事
件

一

九

〇

四

（
明
治
三
七
）

年

二

月

一

五

日
、

奉

天
省

（
現
・
遼
寧
省
）

の

牛

荘

に

て

旅

館
業

を

営

む

岡

田

嘉

一

の

家
屋

を
、

士

官

二

名

に
率

い

ら

れ

た

ロ

シ

ア
兵

約

三

〇

名

が

襲

撃
、

岡
田

ら

に

暴

行

を

加

え

た

う

え

捕

縛
、

そ

の

所

持
金

を

奪
い
、

ま

た

家

財

な

ど

を

掠

奪

し

た
。

当
時

牛
荘

に
置

か

れ

て
い
た

日
本

領

事

館

は
、

開

戦

の

た

め

数

日

前

に
現

地

か

ら

撤

退

し

て

お

り
、

代

っ

て

米

国

領

事

が

委

託

に
よ

り

　
　
　

邦

人

の

保

護

に

当

っ

て

い
た
。

岡

田

か

ら

の

報
せ
を

受

け
た
領

事
は
、

た

だ

ち

に

現

場

に

駆

け

つ
け

士

官

ら
を

詰

問
、

岡

田
ら

を

解

放

し
、

さ

ら

に

警

察

署

に

も

届

出
て
、

ロ

シ

ア

側
の

責

任

を

追

及

し

た
。

ロ

シ

ア

側

が

非

を

認
あ

た

た
め
、

岡

田

は

翌

一

六

日

に
、

米

国

領

事

ま

で

損

害

の

目
録

を

提

出
。

こ
れ

を

も

と

に

米

国

領

事

が

ロ

シ

ア

民

政
長

官

と

交

渉

し
、

賠

償
金

三

三

七

ド

ル

五

七

セ

ン

ト

を

受
領
。

岡

田

は

す

で
に

天

津

に

退

去
し

て

い

た

た
め
、

北

京

の
米

国
公

使

館

お

よ

び

日

本

公

使

館
、

天
津

の

日

本

総

領
事

館

を

経

て
、

三

月

三

日

　
お
　

付

で

同

人

に

交

付

し

た
。

②

イ

ー

ス

ト

リ

ー

号

事

件

日

露

戦

争

が

始

る
と

数

多

く
の

中

立

国

船

舶

が
、

戦

時

禁

制

品
輸

送

や

封

鎖

侵
破

な

ど

の

容

疑

で
、

日

本

の

艦

艇

に

よ

り

皇
捕

・
抑

留

さ

れ

た
。

こ

の

掌

捕

抑

留
、

さ

ら

に

船

体

や

積

荷

の

没

収

に

対

し

て
、

船

舶

の

旗

国

や

荷

主

の

母

国
は

し
ば

し

ば

そ

の

不

当

を

訴

え
、

損

害

の

賠

償

を

要

求

し

て

い

る
が
、

そ
の

大

半

は

日

本

側

の

拒

絶

に

よ

り

決

着

し

て

い

る
。

し

か

し

こ

こ

で

と

り

あ

げ

る

イ

ー

ス

ト

リ

ー

（
国
ｐ
ω
一
曙
）

号

事

件

は
、

日

本

側

が

傘

捕

の

不

当

を

認

め
、

賠

償

を

　
　
　

支

払

っ

た

事

例

で

あ

る
。

一

九

〇

五

（
明
治
三

八
）

年

二

月

七

日
、

イ

ギ

リ

ス

汽

船

イ

ー

ス

１９９８．１１
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ト

リ

ー
号

は
、

石

炭

を

積

載

し

て

室

蘭

か

ら

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

に
む

け

て

航

行
中
、

津

軽

海

峡

に

お

い

て

巡

洋

艦

松

島

の

臨

検
を

受

け
た
。

そ

し

て

同
船

が

船

舶

書

類

を

偽

造

し
、

戦

時

禁

制

品

の

石

炭
を

密

か

に

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ッ

ク

に

輸

送

す

る

途

次

に

あ

る

と

の

嫌

疑

を

か

け

ら

れ
、

そ

の
ま

ま

掌

捕

さ

れ

る
。

し

か

し

同

船

を

横

須

賀

捕

獲

審

検

所

に

て

取

調
べ

た

と

こ

ろ
、

船

舶

書

類

の

正

確

さ

が

確

認

さ

れ
、

皇

捕

は

誤

り

で

あ

っ

た

と

検

定

さ

れ

た

た

め
、

そ

の

ま

ま

解

放

さ

れ

た
。

同

年

八

月

一

七

日
、

イ

ギ

リ

ス

公

使

は

こ

の

問
題

を

取

上

げ
、

日

本

側

に

八

四

〇
ポ

ン
ド

余

の

賠

償

を

求

め

る
。

こ
れ

に

対

し

日

本

側

は
、

法

制

局

長

官
を

長

と

す

る

「
捕

獲

事

件

損

失

補
償

調

査

会
」

の

判

断

を

受

け
、

翌
一

九

〇

六

（
明
治
三
九
）

年

九

月

二

五

日
、

イ

ギ

リ

ス

側

に

三

〇

〇

ポ

ン

ド

弱

の

補

償
金

の

支

払

を

申

し

出
た
。

そ

の

後

イ

ギ

リ

ス

側

か

ら

は

補

償
金

の

増

額

が

要

求

さ

れ

た

が
、

結

局

日

本

側

の
主

張

通

り

二

九

〇
ポ

ン

ド

一

ニ

シ

リ

ン

グ

四
ペ

ン

ス
が
、

一

九

〇

七

（
明
治
四
〇
）

年

五

月
二

四

日

付

で

イ

ギ

リ

ス

側

に

支

払

わ

　
れ
　

れ
、

こ

こ

に

事

件

は

落

着

し

た
。

③

パ

ロ

ス

号

事
件

イ

ー

ス

ト

リ
ー

号

皇

捕

か

ら

三

日

後

の

一

九

〇

五

（
明

治
三
八
）

年

二

月

一

〇

日
、

択

捉

水

道

付

近

に

お

い

て

ド

イ

ッ

汽

船

パ

ロ

ス

（
℃
ｏ
同
ｏ
Ｇ。
）

号

が
、

日

本

の

仮

装

巡

洋

艦

香

港

丸

の

臨

検

を

受

け

た
。

そ

し

て

イ

ー

ス

ト

リ

ー

号

と

同

じ

く
、

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ッ

ク

ま

で

戦

時

禁

制

品

を

輸

送

中

で
あ

る

と

判

断

さ

れ
、

そ
の

ま
ま

掌
捕

さ
れ
た
。

し

か

し

こ
の

戦

時

禁

制

品

輸

送

の

容
疑

と

は

ま

っ

た

く

別

に
、

同

船

乗

組

員

の

私

物

の
一

部
が
、

抑

留

中

に
紛

失

す

る

と

い

う

事

件

が

発

生

す

る
。

同

船

船

長

が

紛
失

を

横

浜

の
ド

イ

ッ
総

領

事

に

届

け

出

る

と
、

ド

イ

ッ

側

は

こ

の

件

を

と

り

あ

げ
、

三

月

一

五

日
、

神

奈

川

県

知

事

に

対

し

て

紛

失

に

よ

る

損
害

の

補

填
を

要

求

し

た
。

日
本

側

は
事

件

に
対

す

る

責

任

を

否

定

す
る

が
、

最

終
的

に

は

ド
イ

ッ

公
使

と

の
交

渉

に
よ

り
、

一

九

〇

六

（
明
治
三
九
）

年

四

月

一

八

日

付

で

金

四

五
一

円

五

二

銭

を

ド

イ

ッ
側

に
支

払

い
、

問

題
を

落
着

さ
せ

た
。

な

お

支

払

の

際

に
、

こ
の

措

置

が

日

本
側

の

任

意

に

よ

る

も

の

で

あ

　
む
　

り
、

ま

た

こ

れ

を

先

例

と

し

な

い

こ

と

が

確

認

さ

れ

た
。

④

ア

ン

タ

イ

オ
ピ

号

事

件

一

九

〇

五

（
明
治
三
八
）

年

八
月

＝
二
日
、

米

国

の

海

運

業

者

に

傭

わ

れ

た

イ

ギ

リ

ス

帆

船

ア

ン

タ

イ

オ

ピ

（

き
試

８

Φ
）

号

が
、

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

か

ら

ニ

コ

ラ

エ

フ

ス

ク

ま

で

航

行

中
、

サ

ハ

リ

ン

湾

に
お

い

て

日
本

の

仮

装

巡

洋

艦

台
南

丸

に

よ

っ

て

掌

捕

さ

れ
、

審

検

を

経

て

船
体

お

よ

び

積

載

貨

物

の
岩

塩

を

没

収

さ

れ

た
。

そ

れ

か

ら

四

年
近

く
が

経

過
し

た
一

九

〇

九

（
明

治
四
二
）

年

五

月
、

荷

主

の

母

国

で

あ

る

米

国
政

府

が
、

日
本

政

府

に

対

し

て

損

害

の

賠

償

を

請

求

す

る
。

日

本

側

は

こ

の

請

求

を

拒

絶

し

た

が
、

ア

メ

　
ぬ
　

リ

カ

側

も

譲

ら

ず
、

交

渉

は

数

年
に

及

ん
だ
。

よ

う

や

く

一

九

一

六

（
大

正
五
）

年

に

な

っ

て
、

日

本

側
が

自

ら

の

法
的

責

任

は

否

定

し

つ

つ
も

「
友

好

的

精

神

ヲ

以

テ

僅

少
ノ

恩

恵

金
」

（
『
日
本

外
交
文
書
』

第
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明 治 後期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （一）

三

七

．

三
八

巻

別

冊

二
、

第

二

章
、

文

書

一

七

四

二

附

記
、

補

記

㈹
）

を

与

え

る

こ

と

で
、

こ

の

長

年

の

懸

案

を

解

決

す

る

こ

と

と

な

る
。

そ

し

て

同

年

九

月

二

二

日
、

日

本

側

が

四

万

円

の

手

形

を

在

日
米

国

大

使

　
が
　

に

送

付

し

て
、

事

件

を

落

着

さ

せ

た
。

⑤
撫
順
炭
磧
問
題

撫

順

．

煙

台

の

両

炭

磯

は
、

従

来

ロ

シ

ア

の

主

導

に

よ

っ

て

そ

の

開

発

が

進
あ

ら

れ

て

き

た

が
、

一

九

〇

五

（
明
治

三
八
）

年

九

月

五

日

の

日

露
講

和

条

約

第

六

条

と
、

日

清

両

国
が

同

年

一

二

月

二

二

日

に

締

結
し

た

北

京

条

約

第
一

条

の

規
定

に
よ

り
、

そ
れ

ら

の

採

掘
権

　
ぬ
　

を

日

本

が

継

承

す

る

こ

と

と

な

っ

た
。

し

か

し

撫

順

炭

磯

に

関
し

て
は
、

す

で

に

清

国

人

王

承
尭

が

採

掘

に
着

手

し

て

お

り
、

清

国

側

は

同

炭

磯

の

日

本

へ

の

引

渡

し

を

拒

絶

す

る
。

日

本

側

は

こ

れ

に

対

し
、

同

炭

磯

は

前

記

条

約

に

よ

り

日

本

側

に

そ

の

権

利

が

移

っ

た

と

す

る

一

方
、

王

に

対

し

て

こ

れ

ま

で

の

投

資

に

見

合

う

額

の

給

付

を

約

束

す

る

こ

と

で
、

事

態

の

打

開

を

図

る

こ

と

と

し

た
。

そ

の

後

日
清

間

で
、

満

洲

に

お

け
る

諸

案

件

に

関
す

る

交

渉
が

開

始

さ

れ
、

撫

順

炭

磯

の

問
題

も

こ

こ

で
論

議

さ

れ

る
。

そ

し

て
一

九

〇
九

（
明
治
四
二
）

年

九

月

四

日
に

締

結

さ

れ

た

「
満

洲

五

案

件

二

関

ス
ル

協

約
」

第

三

条

に
よ

り
、

同

炭

破

の

採

掘

権

が

日

本

側

に

あ

る

こ
と

を

確

認

す

る

一

方
、

同

条

約

附

属

の

機

密

公

文

に

よ

り
、

日

本

政

府

は

こ

れ

ま

で

の

投

資

を

補

填

す

る

だ

け

の

金

額

を

王

承

禿

に

ま
　

給

付

す

る

こ
と

を

約
し

た
。

そ

の
後

王

と

の

交

渉

に

よ

り
、

日

本

側

は

給

付

額
を

庫
平

銀

二

〇

万
五

〇

〇

〇

両

と

定

め
、

一

九

＝

（
明

　
　
　

治
四
四
）

年

六

月

二

四

日

に

同
額

の

手

形

を

交

付

し

て

い

る
。

本

件

の

賠

償

は
、

形

の
上

で

は

日

本

政

府

か

ら

清

国

民

間

人

に
対

し

て
支

払

わ

れ

た

も

の

で
あ

る

が
、

そ

の

支

払

は

政

府

間

の
協

定

に

よ

り

取

り

決

あ

ら

れ

た
も

の

で

あ

り
、

国

家

間

賠

償

の
範

疇

に

属

す

　
れ
　

る

も

の

と

判

断

さ

れ

る
。

⑥

戦

時

中

お

よ
び

戦
後

の

諸

雑

件

，

一

九

〇

九

（
明
治
四
二
）

年
九

月

一

六

日
、

日

本

政

府

は

ロ

シ

ア

政

府

に

対
し
、

両

国

間

に
存
す
る

諸
懸

案
に

つ
い

て
の
新

提
案
を

行
っ

た
。

当

時

ロ

シ

ア

政

府

は
、

日

露

戦

争

中

に

日

本

側

が

と

っ

た

行

為
、

ま

た

戦

後

日

本

側

が

ロ

シ
ア

官

民

の

財

産

に

対

し

て
と

っ

た

処

置

等

に

対

し

て
、

原

状

回

復

や
賠

償

支

払
な

ど
を

要

求
し

て
い

た

の

で

あ

る
。ロ

シ

ア

側

の

要

求
は
、

日
本

側

の

戦

時

中

の

措

置

に

関

す

る

も
の

と
、

戦

後

の

措

置
に

関

す

る
も

の

と

に

大

別

さ

れ

る
。

前

者

に
属

す

る

案

件
と

し

て
は
、

日

本
側

が

掌

捕

し

た

露

国

病

院

船
三

隻

の

返

還

の

ほ

か
、

日
本

の

官

憲

が
押

収

し

た

私

有

財

産

の

返
還

な

ど

が

あ

っ

た
。

ま

た

後

者

の

案

件
と

し

て

は

関

東

州
な

ど

に

存

す

る

ロ

シ

ア

人

所

有

の

不

動

産

の

使

用
料
、

南

樺
太

の

ロ
シ

ア
人

漁

業

者

へ

の

補

償

金

の

支

払

な

ど

が

あ

っ

た
。

日

本

側

は

そ
れ

ま

で
、

戦
時

中

の

案

件

に

つ

い

て

は

講

和
条

約

に

１９９８
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よ

り

解

決

済

み
と

の

立

場

を

と

っ

て
き

た

が
、

日

露

関

係

の

今

後

を

考

慮

し
、

新

た

な

解

決

案

を

用

意

し

た
。

そ

れ

に

よ

る

と
、

ま

ず

戦

時

中

の

案

件

に

つ

い

て

は
、

す

で

に

解

決

済

み
と

い

う

従

来

の

主

張

を

繰

返

し

た

う

え

で
、

私

有

財

産

の

返

還

請

求
な

ど

に

限

っ

て
、

純

然

た

る

恩

恵

問

題

と

し

て

処

理

す

る

こ

と

と

す

る
。

具

体

的

に

は

日

本

政

府

が

ロ

シ

ア

政

府

に

一

〇

万

円

を

一

括

交

付
し
、

ロ

シ

ア

政

府

が

こ

れ

を

勘

案

し

て

被

害

者

に

分

配

す

る
。

他

方

病

院

船

の

返

還

要

求

な

ど

に

つ

い

て

は
、

ロ

シ

ア

側

に

取

下

げ

を

求

め

た
。

ま

た

戦

後

の
案

件

に

つ
い

て

も
、

合

せ

て

二

〇

万

円

を

交

付

す

る

と

し

た
。

日

本

側

の

提

案

が

伝

わ

る

と
、

ロ

シ

ア

側

は

こ

れ

を

検

討

し

た

う

え

で

対

案
を

作

成

し
、

ほ

ぼ

一

年

後

の

一

九

一

〇

（
明
治

四
三
）

年

九

月
二

二

日

に

日
本

側

に

手

交

し

た
。

ロ

シ

ア
側

は
、

日

本

の

解

決

方

針

に

は
概

ね

同
意

し

た

が
、

病

院

船

に

つ
い

て
は

あ

く

ま

で
返

還

を

主

張

し
、

ま

た

日
本

か

ら

の

給

付
金

に

つ

い

て
も
、

合

計

三

八

万

円

へ

の

増

額
を

要
求

し

た
。

そ

の

後

交

渉

に
よ

り
、

金

額

に

つ

い

て

は

日

本
の

主

張

通

り

三

〇

万

円

で

決

着

し
、

こ
れ

に

旅

順

に

お

け

る

建

物

買

収

の

代
金

＝
二
万

円

を

加

え

た

合

計

四
三

万
円

を
、

ロ
シ

ア
政
府

に
支

払
う

こ
と

と
な

っ

た
。

ま

た

病

院

船

に

関

し

て

は

ア

ン

ガ

ラ

号

（
通

報

艦

姉

川
）

を

返

還
、

オ

レ

ル

号

に

つ

い

て

は

す

で

に

航

海

に

耐

え

得

な

い

た

め
、

現

金

一

五

万

円

を

以

て

こ

れ

に

代

え

る

こ

と

で

合

意

し

た

（
こ

の
返

還

　も
　

も

義

務
と

し

て

で
は

な

く
、

好
意

に

よ
り

行

わ

れ

る

も
の

と

さ
れ

た
）
。

か

く

し

て

一

九

一

一

（
明
治
四
四
）

年

六

月

二

三

日
、

日

露

間

で

合

意

が

成

立
。

そ

れ

に

基

き

「
日
露

間

諸

案

件

解

決

交

付

金
」

「
在

旅

順

露

国

人

所

有

家

屋

買

収

費
」

あ

わ

せ

て

五

八

万

円

が
、

同
年

八

月
二

六

日

に
在

露

日

本

大

使

か

ら
ロ

シ

ア

外

相

代

理

に

交

付

さ
れ
、

ま

た

ア

ン

ガ

ラ

号

も

九

月

七

日

に
、

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ッ

ク

で

ロ

シ

ア

　
　
　

側

に

引

き
渡

さ
れ

た
。

八

東
本
願
寺
事
件

一

九

〇

四

（
明
治
三
七
）

年

一

一

月

四

日
、

福

建

省

泉

州

府

安

海

に

お

い

て
、

日

本

か

ら

進

出
し

て
い

た

東

本

願
寺

の

布

教
堂

が

現

地

人

の

襲

撃

を

受

け
、

家

屋
な

ど

に
損

害

を

受

け

た
。

そ

こ

で
屓

門

に

駐

在

す

る

日

本

領

事

は
、

ま

ず
、

厘

門

道

憂

お

よ

び

泉

州

府
知

事
、

つ
い

で

閾
漸

総

督

に

対

し

て
、

犯
人

の

処

罰

と

教

堂

の

保

護
を

求
め

る
。

と

こ

ろ
が

総
督

側

が
、

犯

人
の

処

罰

に

つ
い

て

は

受

け

容
れ

た

も

の

の
、

そ

も

そ
も

日
本

人

に

は
清

国

内

地

に

お

け

る

布

教

権

は
な

く
、

し

た

が

っ

て

安

海

に

日
本

人
が

教

堂

な

ど

の

宗

教

施

設

を

置

く

こ

と

は

で

き

な

い

と

主

張

し

た

た

め
、

こ

こ

に

問

題

は
、

日

清

両

政

府

間

の

布

教

権

の

存

否
を

め

ぐ

る

論

争

へ
と

発

展

し

た
。

し

か

し

襲

撃

事

件

そ

の

も
の

に
つ

い

て

は
、

こ

の

条

約
上

の

権

利

に

関

す

る

争

と

は

別

に
、

現
地

で
解

決

を

図

る

こ

と

と

な

る
。

具

体

的

に

は
、

犯

人

の

処

罰

に

つ

い

て
は
、

そ

の

行

方

が

知

れ

な

い

こ
と

か

ら

日

本

側

が

要

求

か

ら

外

し
、

代

っ

て

「
地

方

の

公

金

か

ら

賠
償

レ フ ァ レ ン ス一 ４４ 一一
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明 治 後 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （一）

と

し

て

銀

三

〇

〇

〇

円

を

支

払

う

こ

と
」

「
事

件

の

再

発

を

防

止

す

る

た
め

地

方

官

が

十

分

な

取

締

を

行

う

こ

と
」

「
教

堂

を

修

繕

し

仏

像
を

安

置
す

る

こ

と
」

「
布

教

保

護

の

告

示

を

出

す

こ

と
」

の

四

点

を

要

求

し

た
。

清

国

側

は

最
後

の

布

教

保

護

の

告

示

に

つ
い

て
の

み
、

布

教

権

を

め

ぐ

る

中

央

政

府

間

の

争

が

決

着

し

て

い

な

い

現

時

点

で

認
め

る

こ

と

は

で

き

な

い

と

し

て

こ

れ

を

拒

否

し

た

が
、

残

る

三

点

に

つ
い

て

は

受

諾

し

た
。

そ

こ

で

日

本

側

も
、

第

四

の

条

件

に

つ

い

て
は

し

ば

ら

く

留

保

し
、

最

初

の

三

条

件

の

み

で

事

件

を

解

決
す

る

こ
と

と

す

る
。

そ

し

て
一

九

〇

五

（
明
治
三
八
）

年

一

二

月

＝

日

付

の
、

日

本

瀬

事

か

ら

屓

門

道
塁

に
あ

て
た

照

会

文

を

以

て
、

事

件

を

落

着

さ

せ

た
。

轟

蓋
平
漁
業
公
司
事
件

一

九

〇

七

（
明
治
四
〇
）

年

四

月

七

日
、

奉

天

省

蓋

平

の

清

国

漁

業

公

司

に

お

い

て
、

関

東

州

水
産

組

合

に

所

属
す

る

清

国

人

高

景

賢

が

殺

害

さ
れ
、

彼

に

同

行
し

た

邦

人

の

本

間

錠

吉
、

お

よ

び

高

の

従

者
郭

岐

山

が

捕

縛

さ
れ

た
。

蓋

平

の

漁

業

公

司

と

関

東

州

水

産

組

合

は
、

以

前

か

ら

反

目

す

る

関

係

に

あ

り
、

今

回

の

事

件

も

そ

の
対

立

が

昂

じ

た

結

果

発

生

し

た

も

の

で

あ

っ

た
。

日

本

側

は

殺

害

さ

れ

た

高
が

日
本

の

租

借
地

内
の

住

民

で
あ

っ

た

こ

と

か

ら
、

こ

れ

を

保

護

の

対

象

と

す

る

こ

と

と

し
、

公

司

の

責

任

者

で
あ

る

黄

家

傑

総

辮

の

処

刑
の

ほ
か
、

高

の

遺

体

の

引
渡
、

お

よ

び

高

の

遺

族
、

本

間
、

水
産

組

合

に

対

す

る

賠

償
金

及
び

弔

慰

金

の

支

払

な

ど

を

要

求

す

る
。

し

か

し

清

国

側

は
、

事

件

は

高

の

発

砲

に

対

す

る

正

当

防
衛

に
す

ぎ

な

い

と

主

張

し
た
。

し

か
し

ほ

ど

な

く
、

清

国

側

で

交

渉

に
当

っ

て

い

た

趙

爾

巽
奉

天

総

督
が

離

任

す

る

こ

と

と

な

り
、

本

件

を

含

め
、

当

時

同
地

方

に

残

さ
れ

て
い

た

諸

案

件

は
、

こ
れ

を
…
機
に

打

開

が

図
ら

れ

る

こ

と

と

な

る
Ｐ

そ

の

後
、

関

東

州

水
産

組

合

に

よ

る

「
漁
船

保

護
」

を

め

ぐ

る

　
　
　

対

立

に

よ

り

交
渉

は

一

時

停

頓

し

た

が
、

最
終

的

に

本

件

は
、

黄
総

辮

の

免

職
と
、

賠

償

金

二

〇

〇

〇

円

の
支

払

な

ど

に

よ

っ

て
解

決

さ

　
お
　

れ

る

こ

と

と

な

っ

た
。

δ

ヴ

ァ

ン

ク

ー

ヴ

ァ

ー

暴

動

一

九

〇

七

（
明
治
四
〇
）

年

九

月

七

日
、

カ

ナ

ダ

西

部

の

ヴ

ァ

ン

ク

ー

ヴ

ァ

ー

市

に

お

い

て
、

清

国

お

よ

び

日

本

か

ら

の

移

民

を

標

的

　
お
　

と

す

る
暴

動

が

発

生

し

た
。

こ
の

暴
動

は
、

事

件

当

日
に

同

市

公

会

堂

で
開

か

れ

て

い

た

「
ア
ジ

ア
人

排

斥

同

盟

会
」

の

集

会

と
、

そ

こ

で
の

演

説

に

刺

戟

さ
れ

た

民
衆

が
、

清

国
人

街

お

よ

び

日

本
人

街
を

襲

撃

し

た

も

の

で
あ

っ

た
。

日

本

人

商
家

の

被

害

は
六

〇

戸

以

上

に

及

ん

だ
が
、

損

害

そ

の

も

の

は

さ

ほ
ど

大

き

く
な

く
、

軽

傷

者

二

名

を

だ

し
た

ほ

か

は

商

店

の

窓
ガ

ラ

ス
、

お

よ

び
商

品

の

一

部

が

破

壊

　
ロ
　

さ

れ

た

程

度

で

あ

っ

た
。
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こ

の

事

件

に
カ

ナ
ダ

政

府

は

迅
速

に
対

応

し

た
。

そ

し

て

日

本

政

府

に

対

し

て
、

駐

日

英

国

大

使

を

通

じ
正

式

に
遺

憾

の

意

を

表

明

す

撫
ゲ

ま

た

損

害

賠

償

に

つ

い

て

は
、

政

府

部
内

に
反

対

す

る
意

見

も

あ

っ

た

が
、

「
此

際

区
々

ノ

異

議

ヲ

挟

ミ

日

本

人

ノ

感

情

ヲ

害

ス

ル

ハ

将

来

日
本

及

加

奈

陀

間

ノ

交

際

上

面

白

カ

ラ

ザ

ル

ノ

ミ

ナ

ラ
ズ

其

間

接

損

害
高

モ

多

額

ニ

ハ

ア

ラ
ザ

ル

ベ

ケ

レ
バ

寧

ロ

此

際

一

切

賠

償

ス

ル

ニ

如

カ

ズ
」

（
『
日
本

外

交

文

書
』

第

四
〇

巻

三

冊
、

文

書

一

七

七

七
）

と

の

方

針

が

決

定

さ

れ

る
。

そ

し

て

労

働
次

官
を

損

害

調
査

委

員

に

任

命

し
、

現

地

で

損

害

額

を

査

定

し

た

う

え

で
、

同

年
一

一

月
、

九

一

七

五

ド

ル

（
手

数

料
一

三

九

ド

ル

を

含

む
）

を

在

ヴ

ァ

ン

ク

ー

ヴ

ァ

ー

　
お
　

日
本

領
事

に
交

付

し

た
。

な

お

本

件

の

四

か

月

ほ

ど

前

に
、

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

で

も

邦

人

商

店

が

暴

徒

の

襲

撃

を

受

け

た

が
、

こ

ち

ら

は

ヴ

ァ

ン

ク

ー

ヴ

ァ

ー

暴

動

と

は

異

り
、

ア

メ

リ

カ

の

国

内

法

に

則

っ

て

処

理

さ

れ

た

た

め
、

国

家

間

賠

償

に

は

至

っ

て

い

な

い

（
第
三

章

四

参

照
）
。

＝

第
一．一
辰

丸

事

件

一

九

〇
八

（
明
治
四
一
）

年

二

月
五

日
、

マ

カ

オ

沖

に

て

日

本

の

汽

船

第
二

辰

丸

が
、

清

国

の

巡

洋

艦

に

よ
っ

て

掌

捕

さ

れ

た
。

同

船

は
、

神

戸

か

ら

マ

カ

オ

に

向

け

銃

器

と

弾

薬

を

運

送

中

で

あ

っ

た

が
、

こ

れ

に

密

輸

の

疑

い

が

か

け

ら

れ

た

も

の

で

あ

る
。

日

本

側

は
、

同

船

に

積

載

の

銃

器

お

よ

び

弾

薬

は

必

要

な

売

買

許

可

を

受

け

て

輸

送

さ

れ

た
も

の

で
あ

り
、

そ

の

皇

捕
は

不

当

で

あ

る

と

し

て

同

船

の

即

時

解

放

を

要

求

し
た
。

こ

れ

に
対
し

て
清
国
側

は
、

同

船
が

密

輸

に
従

事

し

て

い

た

こ

と

に
は

十

分

な

証

拠

が
あ

り
、

皇

捕

は

日

清

通

商

航
海

条

約

第

五

条

に

基

く
正

当

な

措

置

で

あ

る
と

主

張

し

た
。

や

が

て

本

件

は
、

皇

捕

の
地

点
が

清

国

領

海

内

で
あ

っ

た

か

否

か

な

ど

を

巡

り
紛

糾

の

度

を

深

め

た

が
、

在

清

イ

ギ

リ

ス

公
使

の

斡

旋

な

ど

に
よ

り

政

治
的

解

決

を

図

る

こ
と

と

な

り
、

同

年

三

月
一

五

日

に

は

解

決

の

条

件

に

つ
き

合

意

に
達

し

た
。

Ａ
呈
思
に

よ

り

清

国

は
、

辰

丸
を

直

ち

に

解

放

す

る

こ
と
、

掌

捕

の

際

に

掲

揚

中

の

日

本

国

旗

を

引

き

降
し

た

こ

と

に

対

し

て
礼

砲

に

よ

り
陳

謝

す

る

こ

と
、

ま

た

関

係

者

を
処

罰
す

る

こ

と

な

ど
を

約

束
。

日
本

側

は
、

辰

丸

の

輸

送

す

る

銃

器

弾

薬

（
清
国
側
は
こ
れ
が

反
政

府

勢

力

の

手

に

渡

る

こ

と

を

警

戒

し

て

い

た
）

を
、

邦

貨

二

万

一

四

〇

〇

　
　
　

円

で

清

国

側

が

買

収

す

る

こ
と

を

認

め

た
。

さ

ら

に

清

国

政

府

は
、

今

回

の

阜
捕

抑

留

に

よ

り

生

じ
た

損

害

を

賠

償

す

る

こ
と

と

な

っ

た

が
、

具

体
的

な

金

額

に

つ
い

て

は
広

東

総

督
と

在
広

東

日

本
領

事

の

協

議

に
委

ね

ら
れ

る
。

一

九

〇

八

（
明
治

四
一
）

年

六

月
、

日

本

側
は

損

害

額

を

金

八

万

四

四

〇

九

円

六

八

銭

お

よ

び

銀

七

一

五

七

ド

ル

六

セ

ン
ト

と

算

出

し

た

が
、

清

国

側

が

こ

れ

に

異

議

を

唱

え
、

結

局

辛

亥

革

命
後

の

一

九

一

六

（
大
正
五
）

年

一

月

に
な

っ

て
、

賠

償

額

を

金

四

万

円
と

す

る

こ

と

で

合

意
、

事

件
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明治後期における日本の国家間賠償 （一）

　
お
　

は
発

生

後
八

年
近

く
を

経

て
よ

う

や

く

解

決

し

た
。

三

三
重
丸
事
件

一

九

〇

八

（
明

治

四
一
）

年

五

月

二

九

日
、

日

本

の

ラ

ッ

コ

・

オ

ッ

ト

セ

イ

猟

船

三

重

丸

が
、

ベ

ー

リ

ン

グ

海

コ

マ

ン

ド

ル

諸

島

沖

の

公

海

上

に

て
、

密

猟

の

容

疑

に
よ

り

ロ
シ

ア
の

仮

装

砲

艦

に

皇

捕

さ

れ

た
。

さ

ら

に

同

船

乗

組

員

三

七

名

（
う

ち

米

国

人

一

名
）

は
、

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ッ

ク

ま

で

護

送

さ

れ

る

途

中
、

戒

厳

令

下

の

ニ

コ

ラ

エ

フ

ス

ク

市

内

に
お

い

て
護

送

兵

と

争

闘

を

起

し

た

た

め
、

そ

の

う
ち

の
七

名

が

軍

法

会

議

に

か

け

ら

れ
、

六

名

に

死

刑

が

宣

告

さ
れ

た
。

日

本

側

は

こ

れ

ら

一

連

の

措

置

に

対

し
、

同

年
八

月

ロ

シ

ア

側

に

抗

議

を

申

入

れ

る
。

そ

の

趣

旨

は
、

公

海

上

に

あ

る

日

本

国

船

舶

を

ロ

シ

ア

側

が

掌

捕

す

る

権

利
は

な

く
、

明

白

に

国

際

法

に

違

反

す

る

も

の

で

あ

る

こ
と
、

ま
た

そ

の

よ

う

な

状

況

で

身

柄

を

拘

束
し

た

三

重

丸

の

船

員

に
対

し

て
は
、

ロ

シ

ア

側

に

は

裁

判

権
が

そ
も

そ

も

存

在
せ

ず
、

し

た

が

っ

て
こ

れ

ら

の

船

員

は

直

に

釈
放

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

こ

と

な

ど

で

あ

っ

た
。

ロ

シ

ア

側

は

こ

の

抗

議

に

対

し
、

皇

捕

の

不

当

性

に

関

し

て

は

こ

れ

を

認

め

た

が
、

ニ

コ

ラ

エ

フ

ス

ク

で

の

裁

判

に

関

し

て

は
、

あ

く

ま

で

も

そ

れ
が

国

内

問
題

で
あ

り
、

外

国

政

府

の

容

朦
す

べ

き

事

項

で

は

な

い

と

し

て
、

日

本

側

の

主

張

を

認

め

な

か

っ

た
。

し

か

し

両

国

は
友

好

関
係

維

持

の

見

地

か

ら
、

裁

判
権

の

問
題

に

つ
い

て

は

深

入

り
せ

ず
、

六

名

に

対
す

る

死

刑

は

ロ
シ

ア

皇

帝

の

特

赦

に

よ

り

免

じ
、

他

の

船

員

に

つ
い

て
も

不
起

訴
と

す

る

こ

と

で
、

そ
れ

ぞ
れ

釈

放

．

帰

国

を

認

め

る

こ

と

と

な

っ

た
。

さ

ら

に

ロ

シ

ア

側

が
、

今
回

の

事

件

に
伴

う

損

害

の

賠

償

を

承

諾

し

た

た
め
、

日

本

側

は

翌
一

九

〇

九

（
明
治
四
二
）

年

一

月

二

〇

日
、

＝

万
五

五

三

〇

円

の

支
払

を

要

求
。

し

か

し

そ

の

後
、

掌

捕

さ

れ

た
三

重

丸

の

船

体

の

処

理

や
、

賠
償

金

額

の

多

寡

を
め

ぐ
っ

て

交
渉

は
紛

糾

し
、

結

局

事

件

は
、

一

九

＝

（
明
治

四
四
）

年

八

月

に
、

ロ

シ

ア

側

が

賠

償

金

六

万

ル
ー

ブ

ル

（
六
万
一
五
〇
〇
円
）

を

支

払

っ

　
お
　

て

解

決

し

た
。

三

杭
州
暴
動

一

九
一

〇

（
明
治
四
三
）

年
三

月

二

四

日
、

漸

江

省

杭

州

城

内

の

邦

人

商

店

で

日

清

人

間

の

争
闘

が

起

り
、

そ

れ

を

契

機

に

大

規

模

な

排

日

暴

動
が

発

生

し

た
。

暴
徒

は

城
内

の

邦

人

商

店

七
戸

を

次
々

に

襲

撃
、

ま

た

居

留

邦

人

に
も

暴

行
を

加

え
、

数

人

に
重

軽

傷

を

負

わ

せ

た
。

在

杭

州

日

本

領

事

館

は
、

た

だ

ち

に
、

邦

人

に

対

し

て

適

切

な

保

護

を

与

え

る

よ

う

清

国

当

局
に

要

求
す

る
。

し

か

し

申

入

れ

を

受

け

た

清

国

の
地

方

官

は
、

む

し

ろ

今

回
の

事

件

に

お

け

る

非

は

日
本

人

側

に
あ

る

と

主

張
。

そ

し

て

本
来
、

杭

州

城

内

に

日
本

人

が

居

住

す

る

こ
と

自

体

が

条

約

に

違

反
す

る

と

し

て
、

四
月

一

六

日

ま

で

に

城

１９９８
．
１１

一 ４７ 一レ フ ァ レ ン ス



内

か

ら

退

去

す

る

よ

う

通

告
し

て
き

た
。

こ

の

通

告

に

対

し

て

は

駐

清

日
本

公

使

が

清

国

外

務

部

に

抗

議

し

た

た

め
、

退

去

の

強

制

は

当

分

の

間

見

合

わ

さ

れ

る

こ

と

と

な

っ

た
。

し

か

し

清

国

の

現

地

当

局

は
、

関

係

邦
人

の

退
去

要

求
そ

の

も

の

に

つ
い

て
は

妥

協

せ

ず
、

も

し

日

本

側

が

今

回

の

暴

動

に

よ

る
損

害

の

賠

償
を

求
め

る

の

で
あ

れ

ば
、

そ

の

条

件

と

し

て

（
実
質

的
に
城

外

へ
の
退
去
を
意
味
す
る
）

店

舗
の

買

収

要

求

に

応

じ

る

べ

き

で

あ

る

と

主

張

し

た
。

日

本

側

は

当

初

難

色

を

示

し
た

が
、

被

害

店

主

ら

の

意

向

も

あ

っ

て
、

城

内

居

住

に

関

す

る

条

約
上

の
権

利

問

題

は

さ

し

あ

た

り

棚

上

げ

と

す

る

こ

と
、

ま

た

店

舗

の

売

却

は

清

国

側

の

強

制

に
屈

し

た

も

の

で

は
な

く
、

店
主

ら

の

自

由

意

思

に

よ

っ

て

な

さ

れ

る

も
の

で
あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

う

え

で
、

こ

の

要

求

に

応

ず

る

こ

と

と

す

る
。

そ

し

て
一

九

一

〇

（
明
治
四
三
）

年

五

月

二

三

日

の

合

意

に

よ

り
、

清

国

側

か

ら

賠

償

金

と

し

て
銀

三

〇

〇

〇

ド

ル
、

暴

動

以

降

の

閉

店

期

間

中

の

損

失

補

充

金

と

し

て
銀

七

〇

〇

〇

ド

ル

が

支

払

わ

れ

る

こ

と

と

な

り
、

被

害

商

店

七

戸

す
べ

て

の

買

収
が

完

了

し
た

同
年

六

月

八

日
、

合

計

銀

一

万

ド

ル

が

在

杭

州

日

本

領

事

館

事

務

代

理

に
交

付

　
　
　

さ

れ

た
。

注

ω

拙

稿

「
明

治
前

期
に

お
け

る
日
本

の
国

家

間

賠

償

ｅ

⇔
」

『
レ

フ

ァ

レ

ン

ス
』

五

六
三

－

四
号
、

一

九
九

七
年
一

二

月
お
よ

び
一

九
九

八
年

一
月
。

②

日
清
嫡

和
条

約

（
お

よ
び

議
定

書
、

別
約
）

の
正

文
は
、

『
条
約

彙
纂
』

改

訂
第
一

巻
、

一
九

三
六

年
、

三

六
七

－
八
四
頁
。

鋤

た
と

え
ば

信
夫

清
三
郎

『
日

清
戦
争
』

福

田
書
房
、

一

九

三

四

年

（
南

窓

社
か

ら
増

補
版
、

一

九
七

〇
年
）、

田
保

橋
潔

『
日
清

戦
役

外
交
史

の
研

究
』

刀
江

書
院
、

一
九
五

一
年
、

藤
村

道
生

『
日

清
戦
争
』

岩

波

書

店
、

一

九

七

三

年
、

朴
宗

根

『
日

清
戦

争
と

朝
鮮
』

青
木

書
店
、

一
九

八

二

年
、

阿

部

光

蔵

「
日
清

講
和
と

三
国

干
渉
」
『
季

刊
国
際

政
治
』

一
九

号
、

一
九

六
二

年
な

ど
。

関
係

の
外

交
史

料
と
し

て

は
伊
藤
博

文
編

『
機

密
日
清

戦
争
』

原
書

房
、

一

九
六

七
年
、

陸
奥

宗
光

『
寮
々

録
』
（
明
治

期
外
交

資
料

研
究
会

『
日
清

講

和
関

係
調

書
集
』

第

二
巻
、

ク

レ
ス
出
版
、

一

九
九

四
年
所

収
）
、

『
日

清

婿

和

始
末
』

（
同
、

第

一
巻
、

一

九

九
四
年
所

収
）

の
ほ

か
、
『
日
本
外

交
文

書
』

第

二
七

巻
二

冊
、

文
書

八
四

三
－

七
九
、

第
二

八
巻
二

冊
、

文

書

九
五

七

ｉ

一

＝
一一
二
、

中

島
雄

「
日
清
交

際
史

提
要
」

第
二

〇
ー
二

編

（『
日
本

外
交

文

書
』

明

治
年
間

追
補

第
一

冊
所

収
）。

ω

大

蔵
省
内

明
治

財
政

史
編

纂
会

『
明
治
財

政
史
』

第
二

巻
、

明

治

財

政

史

発
行

所
、

一

九
二
六

年
、

六

一
－

四
お
よ

び
二
二

四
頁
。

こ
の

邦

貨

換

算

額

は
、

ま

ず
庫

平
銀

か
ら

英
貨

に
換

算
し
、

さ
ら

に
そ
れ

を
授

受

の
時

点

で
の

為

替
相

場
に
よ

っ

て
邦
貨

に
置

き
換
え

た
も

の
で
、

日
本

が
受

領

し

た

実

額

で

あ

る
。

励

た

と

え

ば

田

保

橋
、

前

掲

書
、

四

四

三

ー

四

頁
。

酬

購

和
当

時
の
外

務
次

官
林

董
は
・

そ
の
回

雲

の

中
で
・

の

ち

に

彼

が

駐

清
公

使
と

し
て

賠
償

金
の

英
貨

換
算
を
行

っ
た

際
、

庫
平

銀
が

「
清

国

貨

幣

レ フ ァ レ ン ス一 ４８ 一
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明治後期 における日本の国家間賠償 （一）

量

目
中

の
最
も

不
定

な

る
者
な

る

こ
と
を

発
見

し
た
」

と
述

べ

て
い

る

（
林

董

『
後
は

昔
の

記
他
』

東

洋

文
庫
、

一

九
七

〇
年
、

二
六

七
－

八

頁
）。

こ

の

時

の
庫

平
銀

両
の
量

目
確

定

に
関
し

て
は
、

前
掲

『
明
治

財
政

史
』

第

二

巻
、

一

五
三
－

六
八

頁
。

①

前
掲

『
明
治
財

政
史
』

第
二

巻
、

二

お
よ

び

四
〇
ー

七
頁
、

ま

た

大

蔵

大

臣

官
房
財

政
経

済
調

査
課

『
日
清

日
露

両
戦

役
及

世
界

大
戦

に

於
け

る

我

が

戦

時
財
政
』

千
倉

書
房
、

一
九

三
七

年
、

五

－
九

頁
お

よ
び

巻

末

追

記
、

田

保

橋
、

前

掲

書
、

四

四

四

頁
。

こ

の

金

額

に

は
、

戦

後

台

湾

の

平

定

に

要

し

た

費

用

が

含

ま

れ

る
。

㈹

陸
奥
、

前

掲
書
、

四
四

三
頁
お

よ
び

『
日

本
外
交

文
書
」

第
二

八

巻
二

冊
、

文
書

一
〇

八
九

附
記
二
、

四

二
五

－
三

二
頁
。

㈲

前
掲

『
明

治
財

政
史
』

第
二
巻
、

二
二

四
頁
。

㈹

本

件
に

つ
い

て
も
、

こ
れ

ま
で

さ
ま
ざ

ま
な

視
角

か
ら

研
究

が

な

さ

れ

て

い

る
。

た

と

え

ば

藤

村
、

前

掲

書
、

阿

部
、

前

掲

論

文
、

戴

天

昭

「
日

清

戦

役
三

国
干

渉
と

台
湾
」

『
法
学

志
林
』

第
六

六
巻
三

号
、

一
九

六
九

年
。

本

件

に
関

係
す

る
外
交

史
料

と
し

て
は

伊
藤
、

前
掲

書
、

陸

奥
、

前

掲
書

の
ほ

か
、

『
日
本
外
交

文

書
』

第
二

八
巻

二
冊
、

文

書

六

四
ニ

ー

九

五

六
、

文

書

＝

三
＝
Ｔ

二
二

四
、

前

掲

『
日
清
購

和
始

末
』

お

よ
び

『
露

独
仏

三

国

干

渉

要

概
』

（
共

に
前

掲

『
日
清
講

和
関

係
調

書
集
』

第

一
巻

所
収
）。

ω

『
日
本
外

交
文

書
』

第

二
八

巻
二

冊
、

文
書

＝

九
七

ー
八
、

一
二

〇
一
、

お
よ
び

前
掲

『
明
治

財
政

史
』

第
二

巻
、

一

九
〇

⊥
二
お
よ

び

二

二

四
頁
。

一

フ

ァ
ジ

ン

グ

は

四

分

の

一

ペ

ニ

ー

に

当

る
。

な

お

前

項

の

軍

費

賠

償

金

と

半

島
還

付
金

を
合

せ
た
二

億
三
〇

〇
〇

万
両
と

い

う
金
額

は
、

当

時

の

清

国

政

府
の

歳
入

の
三

倍
で
あ

っ

た

と

い

う

（
内

山
正

熊

「
日

清

戦

争

百

年
」

『
季
刊

国
際

政
治
』

一

〇
九

号
、

一
九

九
五

年
、

一

四
八
頁
）。

⑫

奉
天

半
島

還
付

条
約
の

正
文
は

『
条
約
彙

纂
』

改

訂
第

一
巻
、

三

八
六

－

九

三
頁
。

な
お

前
掲

『
明

治
財
政

史
』

第
二

巻
は
、

戦
争

に

よ

？
て

清

国
か

ら

獲
得

し
た

「
償
金

ノ
種
類
」

を

列
記
す

る
中

で
、

こ

の
半

島

還

付

の
報

償

金

も
取
上

げ

て
お

り
、

完
全
に

こ
れ
を

賠
償

の
一

種
と

み
な
し

て

い

る

（
一

四
七

ー
八

お
よ

び
一

七
六
頁
）
。

㈹

事

件
の

詳
細

に

つ
い
て
は
鹿

島
守

之
助

『
日
本
外

交
史
』

第

四
巻
、

鹿

島

研
究

所
出

版
会
、

一

九
七

〇
年
、

一

四
八
ー

九
頁
、

ま
た

『
日
本
外

交
文

書
』

第
二

八
巻

二
冊
、

文
書
一
二

八
二

ー
九

四
。

台
湾

で
の

叛
乱

に

つ
い

て

は
、

井
出

季
和

太

『
南
進

台
湾
史

孜
』

誠
美

書
閣
、

一
九

四
三
年
、

＝
二
ー

七
頁
。

な

お

八
重

山
の

艦
種
に

つ
い
て
、

当

時
の

外
交

文
書
を

ふ
く

め
多

く

の

史

料

が

「
巡

洋
艦
（
自
巳
。。
霞
）
」

と
し

て
い

る
が
、

こ
こ

で
は
片

桐
大
自

『
聯

合

艦

隊

軍

艦
銘

銘
伝
』

光

人
社
、

一
九

八
八
年
、

五
六

〇
頁

に
拠

り

通

報

艦
と

し

た

。

αの

『
日
本
外

交
文

書
』

第
二
八

巻
二

冊
、

文

書

一

二

九

四

附

記

二
。

ま

た

イ

ギ

リ
ス

側
の

抗
議
文

お
よ
び

日
本
側

の
回

答
文
は
、
『
官

報
』

（
明

治
二

八

年

一
二

月
一

〇

日
付
）

に

掲
載
さ
れ

た
。

本

稿

で
は

日
げ
巴
。
ω

号
を

「
ス

ヱ

レ

ス

号
」

と

表

記

し

た

が
、

こ

れ

は

こ

の

官

報

の

記

事

に

従

っ

た

も

の

で

あ

る
。

本

件
は
、

最
終

的
に

は
賠
償
に
至

ら
ず

完
結

し
て

い
る
が
、

日
英

両

政

府

の
間

で
は
、

賠
償

の
実
施
を

解
決
条

件
の
一

つ
と

し

て
決
着

し
て
い

る
た
め
、
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こ

ち

ら

に

掲

出

し

た
。

㈱

『
日
本
外

交
文

書
』

第
二

八
巻
一

冊
、

文
書
五

二
六

－

四
四
。

㈹

『
日
本
外

交
文

書
』

第
二

九
巻
、

文
書

五
〇

七
１

＝
二
。

㎝

朝

鮮
国
王

播
遷

事
件
の

詳

細

に

つ
い

て
は
、

外

務

省

（
信

夫

淳

平

稿
）

『
小

村
外

交
史
』

上

巻
、

新

聞
月
鑑

社
、

一

九
五

三
年
、

八
一

－
九
二

頁
。

鹿

島
、

前

掲
書
、

第

四
巻
、

三

八
三

ー

四
二
二

頁
、

『
日
本

外
交

文
書
』

第

二

九

巻
、

文

書
三

五
ニ
ー

九
八
。

賠

償
の

授
受

に

つ
い

て
は

『
日
本

外

交

文

書
』

第
三

八
巻

一
冊
、

文

書
五

五
三
、

五

五
五
、

五
五

九
－

六
〇
、

五
六

七
。

⑱

一

八
九

七
年
一

〇
月
、

朝
鮮

国
王

は
そ

の
称

号
を

韓
国
皇

帝
と

あ
ら
た
め
、

国

号

も

「
大

韓
」

と

改
め

た

の

で
、

本

稿

で

も

こ

れ

に

従

う

こ

と

と

す

る
。

㈹

な
お

当
時
の

駐
韓

日
本
公

使
は
、

本

国
政
府

へ
の

請
訓

の
中

で

「
本

件

発

生

前
後

韓
国
二

於
ケ
ル

事
情

及
我

地
位

等

ヲ
勘
酌

ス
ル

時
ハ

要
求

ノ

権

利

サ

へ

多
少

疑
問
二

属

ス
ル
」

と
し

て
い

る

（
『
日

本

外

交

文

書
』

第

三

八

巻

一

冊
、

文
書
五

五
三
）。

⑳

事
件

の
詳

細
に

つ
い
て

は
、

森

田
栄

『
布
畦

日
本

人
発

展
史
』

眞

栄

館
、

一

九
一

五
年
、

五
七
六

ｉ
八

一
頁
、

木
原

隆
吉

編
著

『
布
畦

日

本

人

史
』

文

成
社
、

一

九
三

五
年
、

四
七
八

－
八

八
頁
、

入
江

寅
次

『
邦
人

海
外

発
展

史
』

上

巻
、

移
民

問
題
研
究

会
、

一

九
三

八
年
、

一
六

六
－

九
〇

頁
、

相

賀

安

太

郎

（
渓

芳
）
『
五

十
年

間
の
ハ

ワ
イ

回
顧
』
「
五

十
年

間
の

ハ

ワ

イ

回

顧
」

刊

行
会
、

一

九
五

三
年
、

四
〇
１

七

頁
、

ハ

ワ
イ

日
本
人

移
民

史

刊

行

委

員

会

『
ハ

ワ
イ

日
本
人

移
民

史
』

増
補

再

版
、

ハ

ワ
イ
報

知
社
、

一
九

七
七

年
、

一

五
〇

１
二

頁
。

関
係

す
る

外
交
史

料
と

し

て
は

『
日
本

外
交
文

書
』

第

三

〇

巻
、

文
書

四
三

〇
１

五
二

五
、

第
三
一

巻
二
冊
、

文
書
六

八

三

－

七

〇
二
。

な

お
入

国
を

拒
絶

さ
れ

た
移

民
の

総
数
に

つ
い

て
は

資
料

に
よ

り
若

干

の

相

違
が
あ

る
が
、

こ

こ
で
は

『
日
本

外
交
文
書
』

第

三
〇

巻
、

文

書

五

〇

二

附

属

書

二

に

拠

っ

た
。

⑳

本

件
に

つ
い

て
の

外
交

史
料

は

『
日
本
外
交

文
書
』

第
三

〇
巻
、

文

書

二

二
九

ー
三

八
、

第

三
一

巻
一

冊
、

文
書
一
六

六
－

七
八
。

ま

た
鹿

島
、

前

掲

書
、

第
六
巻
、

一
九

七
〇

年
、

二
三

八
－
四

〇
頁
。

本

件

に

つ

い

て
は
、

単

な

る
対

価
の

支
払
か
、

そ
れ

と
も

損
害
の
賠

償
か
と

い
う

点

で
判

断
し

が

た

い

部
分

も
あ

る
が
、

最
初

に
ロ
シ

ア
側
の
植

樹
に
よ
っ
て
邦
人
が
椙
響
を

被
っ

た

と

い

う

点

を

重

視

し

て
、

賠

償

と

し

て

取

扱

っ

た
。

・

物

た
と

え
ば

前
掲

『
小
村

外
交

史
』

上

巻
、

一
五

五
－

九
七

頁
、
『
日
本
外

交

文
書
』

第
三
三

巻
文

書
五

三
二

（
事
変
要
録
）
、

村
松

祐
次

『
義
和
団
の
研
究
』

巖
南
堂
、

一
九

七
六

年
、

小

林
一

美

『
義
和
団

戦
争
と

明

治
国

家
』

汲

古

書

院
、

一

九
八

六
年
、

河
村
一

夫

「
北
清

事
変
と

日
本
」
『
季

刊
国
際

政
治
』

三

号
、

一

九
五

七
年
、

山
口
一

之

「
義

和
団
事
変

と
日

本
の

反
応
」

同
誌
、

三

七
号
、

一
九

六
八

年
、

川

野
胱

明

「
北
清
事
変
」
（
奥

村
房

夫
監

修
・
桑

田
悦

編

『
近

代

日
本
戦

争
史
』

第
一

巻
、

同
台
経

済
懇
話

会
、

一

九
九
五
年
所
収
）。

主
な

外
交

史
料

と
し

て
は

『
日
本

外
交
文
書
』

第
三

三
巻

別
冊

一

－

三

（
北

清

事
変
）

が

あ

る
。

鋤

本
節

の
内

容
に

つ
い

て
、

詳
し

く
は
大
蔵

省

『
明

治
大

正
財

政

史
』

第
二

〇

巻
、

財

政
経

済
学

会
、

一

九
三
九
年
、

一

－
五

〇
頁
、

東

亜

研

究

所

『
列

国
の
対

支
投

資

（
別

冊
）

１

列
国

の
団
匪
賠

償
金
処

分
状

況
ー
』

東

亜

研

究
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明 治 後 期 に お け る 日 本の 国家 間 賠 償 （一）

所
、

一
九

四
一
年
、

一
－

一
六

頁
、

鹿

島
、

前

掲
書
、

第

五

巻
、

一

九

七

〇

年
、

一

七
六

－
二

八

四
頁
。

関

係
す

る
外

交
史

料
は

『
日
本

外

交

文

書
』

第

三

三

巻
別

冊
二
、

文
書

一
七

八
八

ー
九

五
お

よ
び

別

冊
三
、

文
書
二
〇
五
六
－

二

七

〇
。

⑫の

議
定

書
、

附
属

書
、

連

名
公

書
等

関
係

文
書

の
正

文
は
、
『
条

約
彙

纂
』

第

二

巻
第

三

部
、

一
九

二
九

年
、

二
四

五
九
ー

五
七

二

頁
。

㈲

『
日
本
外

交
文

書
』

第
三

三
巻

別
冊
三
、

文

書

二

〇

七

一
、

二

〇

七

五

お

よ

び
二

〇
八

三
。

前

掲

『
明
治
大

正
財

政
史
』

第
二

〇

巻
、

六
ー

八

頁
。

㈱

『
日
本
外

交
文

書
』

第

三
三

巻

別
冊
三
、

文

書

二

〇

八

五
、

二

〇

九

〇
お

よ

び
一
＝

〇

一
。

前

掲

『
明
治
大

正
財

政
史
』

第
二

〇
巻
、

九

頁
。

な

お

こ

の

金
額

に

つ
い

て
、

少
く

と
も

軍
費

に
関
し

て

は
全

く
の

実
費

で

あ

っ

た
ら

し

い

（
文

書
二

一
〇

一
）
。

会
社

及
び

個
人

の

被

っ

た

損

害

の

総

額

は
、

当

初

の
届

出
で

は
二

三
七

万
余

円
に

達
し

て
い
た

が
、

政
府

の
査

定

に

よ

り
正

当
と

認
め

ら
れ

た

の
は
、

そ
の

う
ち
一

二
七

万
二

六

四
七

円
九
一

銭

（
死

傷

者

に
対
す

る

手
当
一

〇

万
九

〇
〇
〇

円
を

含
む
）

分

で
、

こ

の

額

に
規

定

の

利

子
一
年

分
を

加
え

た
、

＝
二
五

万
六

六
六

〇
円

三
七

銭
八

厘
が

個

人

賠

償

と
し

て
認

あ
ら

れ
た

（
前
掲

『
明
治

大
正

財
政

史
』

第

二
〇

巻
、

三

四
頁
）
。

ち

な
み

に
事

変
お

よ
び

そ
の

事
後

処
理

に
関
し

て
、

一
九

〇
九

（
明

治

四

二
）

年

三
月

末
ま

で
に

政
府

が
投

じ
た

国
費

は
、

軍

費
以

外
も

含

め

る

と

四

三
六

〇
万

二
二

四
三

円
四

四
銭
一

厘

に
上
っ

た

（
前
掲

『
明
治
大

正
財

政
史
』

第
五

巻
、

一

九
三

七
年
、

六

六
一

ー
七

〇
頁
）。

⑳

前

掲

『
明

治
大
正

財

政
史
』

第

二
〇

巻
、

一

八
－

二
〇

頁
。

協

定

の
正

文

に

つ
い

て
は

『
条

約
彙

纂
』

第
二

巻
第
三

部
、

二
六

〇
〇

ー
一

頁
。

な

お

日

本

は
こ
の

比
例

分
配

方
式

に

当
初

反

対

し

た

（
前

掲

『
列

国
の

対

支
投

資

（
別
冊
）
』

七
頁
）
。

⑳

前
掲

『
明

治
大
正

財
政

史
』

第
二

〇
巻
、

二

七
ー
九

頁
。

な

お

こ

の

額

に

は
一

九
〇
一

（
明
治

三
四
）

年

下
半

年
分
の

利
子

九
七

万
九
〇

七

七

円

八

三

銭
と
、

そ
の
滞

納
中

の
重
加

利
子
が

含
ま

れ
て
い

な
い
。

㈲

辛

亥
革
命

以
後

の
賠
償

金
の
処

理
に

つ
い

て
は
、

前

掲

『
列

国

の

対

支

投

資

（
別

冊
）』

一

一
ー
六

頁
、

東
亜

研
究

所

『
支
那

の
貿

易
外
収

支
』

東

亜

研

究

所
、

一

九
四

二
年
、

一
八

九
１

二
二
八

頁
、

馬

場
明

「
北

清

事

変

賠

償

金

拠

棄
問

題
」

（『
日
中

関
係
と

外
政

機
構
の

研
究
』

原
書
房
、

一

九

八

三
年

所

収
）

を
参

照
。

⑳

前
掲

『
支

那
の

貿
易
外

収
支
』

二

〇
九

頁
。

ま
た

大
蔵
省

昭

和

財

政

史

編

集

室

『
昭
和

財
政

史
』

第
三

巻
、

東
洋

経
済
新

報
社
、

一

九

五

五

年
、

三

九

六

頁
。

最
終

的
な
未

払
額

に
つ
い

て
は
、

英

貨
に

換
算
し

て
二

五

四

万

六

四

七
一

・
二

五
九
ポ

ン
ド

（
元

利
合

計
額
、

一
九

三
七

年
末

時
点
）

と

す

る

資

料
が

あ
り

（
前

掲

『
列

国
の
対
支

投
資

（
別
冊
）
』

一

四
頁
）
、

こ

の

額

を

当

時

の

為

替

レ

ー

ト

（
一

円

１１

一

シ

リ

ン

グ

ニ

ペ

ン

ス
）

で

換

算

す

る

と
、

お

よ
そ

四
三
六
五

万
三

七
九

〇
円
と
な

る
。

⑳

同
地

方
は
当

時
、

木

材
の
有

力
産
地

で
あ

っ
た
。

こ

の
地
域

の

森

林

開

発

の

歴
史

に
つ
い

て
詳

し
く
は

塚
瀬
進

「
日
中
合

弁
鴨

緑
江
採

木
公

司
の
分

析
」

『
ア
ジ

ア
経
済
』

第
三
一

巻
一
〇

号
、

一

九

九

〇

年
、

蘇

雲

山

・

岩

井

吉

弥

「
鴨
緑
江

流
域

に
お

け
る
森
林

開
発

構
造
の

特
質
」

『
京
都

大
学

農

学

部

演

習
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林
報

告
』

六

四
号
、

一

九
九

二
年
。

⑫

『
日
本
外

交
文

書
』

第

三
六

巻
一

冊
、

文

書
六

＝
二
、

六

一
八
。

そ

の
後

日

本
側

も
事
件

の
穏

便
な

解
決

の
た

め

に
、

こ
の
申

し
出

を
受

け

容

れ

た

も

の

と

思

わ

れ

る
。

㈲

『
日
本
外

交
文

書
』

第

三
九

巻
一

冊
、

文

書

六
三

七

－

五

三
。

ま

た

軍

用

木
材

廠
に

つ
い

て
は
第

三
八

巻
一

冊
、

文

書
二
一

〇

１
五
を

参

照
。

㈱

『
日
本
外

交
文

書
』

第

四

〇
巻
一

冊
、

文

書
七
三

五
、

七
四

〇
、

七

四
二
、

七

四

五
、

七

五

〇
。

⑬の

『
日
本

外
交
文

書
』

第

四
一

巻

一
冊
、

文

書
三

〇
一
、

三
〇

四
、

三

三
三
、

三
三

八
－

四
〇
、

三

四
六
。

な

お
文

書
三
三

九
で

日
本

側
は
、

金

一

〇

〇

〇

円

で
も
な

お
、

実

際
の

損
害

に
比

し
て

そ
の
額

が
や

や
過

大

で
あ

る

と

認

め

て

い

る
。

㈲

『
日
本

外
交

文
書
』

第

四

二
巻

一
冊
、

文
書

四
一

四
ー
七
。

⑳

『
日
本

外
交

文
書
』

第

三

七
・

三
八

巻
別

冊
一
、

第

一

章
、

文

書

五

〇

１

六
。

㈹

『
日
本

外
交

文
書
』

第

三

七
巻

一
冊
、

文
書
一
八

二
、

一
八

四

－
五
。

な

お

日
清

・
日

露
戦

争
の

開
始

前
後
、

大
陸

各
地

に
在
留

す
る

邦

人
の

多

く

が
、

引
揚

や
避

難
な
ど

に

際
し

て
現

地

で
混
乱

に
捲

込
ま
れ

て

い
る
。

た

と

え

ば

日
清

戦
争

の
場

合
、

帰

国
途

中
の

日
本

領
事

一
行
が

清

国
兵

か
ら

暴

行
を

受

け
た

「
重
慶

号
事

件
」

が

あ

り

（『
日
本
外

交
文

書
』

第
二

七

巻
二

冊
、

文

書

七

五

六

－

九
）
、

日

露

戦

争

に

つ

い

て

も
、

開

戦

前

の

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ッ

ク

市
中

の
状

況
に

つ
い

て

「
夜

中

日
本
人

ノ
外

出
ハ

甚
タ

危
険

ニ
シ

テ

殆

ン
ト

毎
夜

ノ
如

ク
露
、

清
暴

漢
又
ハ

水
兵
等
ヨ

リ
暴

行
ヲ

加
ヘ

ラ
レ
金

銭

商

品

等

ヲ
掠

奪
セ

ラ
ル

・
」

と

の
記
録

が
あ
る

（
『
日

本

外

交

文
書
』

第

三

七

巻

一

冊
、

文

書
二

五
八

附
記
。

そ
の
ほ
か

の
事
例

に

つ
い

て
は
第
二

七

巻

二

冊
、

文
書

七
五

五
－

九
、

第

三
七

巻
一
冊
、

文

書

一

二

四

－

二

九
一

を

参

照
）
。

し
か

し
こ

こ

に
紹
介

し
た

牛
荘
事

件
の
よ

う
に
、

混
乱
の
な

か

で
邦

人

が

受

け
た

被
害

に

つ
い

て
、

そ
の

経
緯
か
ら

結
末

ま
で
を

正
確

に
辿

り
う

る

も

の

は

少
く
、

多
く
の

事

例
は
そ

の
後
の
処

理
に

つ
い

て
ほ
と

ん
ど

言

及
さ

れ

て

い

な

い

こ

と

か

ら

も
、

そ

の

大

半

が

未

解

決

の

ま

ま

と

な

っ

た

も

の

と

推

測

さ

れ

る
。

⑲

当
時

の
掌

捕
、

抑

留
お
よ

び
撃
沈

の
実
例

に

つ
い
て

は

『
日
本

外
交

文
童
昌

第

三
七

・
三
八

巻

別
冊
一
、

第
一

章
、

文
書
二

〇
五

－
八

○
、

別

冊
二
、

第

二

章
、

文

書
一

五
六

四
－
八

一
一
、

別

冊
四
、

第
四
章
、

文

書

三

一

－

三

五

一
、

別

冊
五
、

第

五
章
、

文
書
三

五
－
五

二
。

ま
た

本
件

お

よ

び

後

述

の

ア

ン
タ
イ

オ
ピ

号
事

件
を

含
む
、

戦
争
中
の

中
立

国
船

舶
・
積

荷
の

阜

捕

没

収

措
置

に
対

す
る

他
国
か

ら
の

賠
償
請
求

事
例

の
一

覧
が

『
日
本
外

交

文

書
』

第
三

七
・

三
八

巻
別

冊
五
、

第

五
章
、

文
書

五
二

附
記

に
掲
出

さ
れ

て
い
る
。

㈲

事

件

に

つ

い

て

詳

し

く

は
、
・
外

務

省

外

交

史

料

館

所

蔵

記

録
α
・
“。
・
ω
●
旨

μ

「
日

露
戦

役
関

係
、

外

国
船

舶
傘
捕
抑

留
関
係

雑
件

英

国
船
之

部
」

第

三
巻
、

ま
た

遠
藤

源
六

『
日
露

戦
役

国
際
法
論
』

明
治
大

学
出

版
部
、

一

九
〇

八
年
、

三
〇

六
１

＝

頁
。

㈲

事

件

に
つ
い

て
詳

し
く

は

『
日
本
外

交
文

書
』

第
三

七
・

三
八
巻

別
冊
二
、

第

二

章
、

文

書

一

六

五

五

－

六

九
、

ま

た

外

務

省

外

交

史

料

館

所

蔵

記

録
α
●
ｂ。
．
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明 治 後 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （一）

Ｇ。●一
ド
⑤
「
日
露
戦

役
関

係
、

外

国
船

舶
章

捕
抑

留
関

係
雑

件

独
国

船

之

部
」

第

二

巻
。

㈹

事

件

に
関
す

る
史

料
は

『
日
本
外

交

文
書
』

第
三

七
・

三
八

巻

別

冊

二
、

第
二

章
、

文

書
一

七
三

六
ー

四
一、一
お

よ
び

別

冊
五
、

第
五

章
、

文

書

三

五
。

ま
た

前
掲

「
日
露

戦
役

関
係
、

外
国
船

舶

皇

捕

抑

留

関

係

雑

件

英

国

船

之

部
」

第

五
巻
。

㈲

一

九
一

六

（
大

正
五
）

年
九

月
一
六

日
お

よ
び

二
二

日

付
石

井

外

相

発

米

国
大

使
宛

書
簡

（
前
掲

「
日
露
戦

役

関
係
、

外

国
船

舶
皇

捕

抑

留

関

係

雑

件

英

国
船

之
部
」

第
五

巻
所
収
）。

な

お
こ

の
金

銭
給

付
は
、

日

本

側

の

自

発

的
措

置

（
＜
○
冨
口
富

蔓

碧
怠
８
）

と

し

て
、

秘
密

裡

に
行
わ

れ
た

も

の

で
あ

る

（
一

六

日
付
書

簡
参

照
）。

㈲

両

条
約

の
正

文
は

『
条
約
彙

纂
』

改

訂
第

一
巻
、

二
四

七
三

ー

八

六

頁
お

よ

び

六
七

ニ
ー
六

頁
。

㈲

本

件
の

概
要

に

つ
い

て
は
、

鹿
島
、

前
掲

書
、

第

八
巻
、

一

九

七

〇

年
、

二

九

一
－

三
三

四
頁
、

ま

た
関

連
し

て
馬

場
明

「
日
露

戦
争
後

の
大

陸
政

策
」

『
季

刊
国

際
政

治
』

一
九

号
、

一

九
六

二
年
、

＝
二
八

－

四
〇
頁
。

主
な

外
交

文

書
と

し

て
は

『
日
本
外

交
文

書
』

第

四
〇

巻
二

冊
、

文
書

一

〇

一

七

－

五

六
、

第

四
一

巻
一

冊
、

文
書
五

七
八

－
六

〇

〇
、

第

四
二
巻

一

冊
、

文

書

二

〇

六

－

八
、

二

三

六
、

二

七

一
、

二

七

七

－

八
、

二

八

七
、

二

八

九

－

九

〇
、

二

九

四
、

二
九

七
、

二

九
九
、

三

〇
九
、

三
一

二
、

三

一

五
、

五

〇

六

ー

二

四
、

第

四

三

巻

一

冊
、

文

書

四

四

一
、

四

五

四

ー

五
、

第

四

四

巻

二

冊
、

文

書

四
〇

三
－

四
、

四
〇
八

ー
一
〇
。
「
満

洲

五

案

件

二

関

ス

ル

協

約
」

の

正

文
は

『
条
約

彙

纂
』

改

訂
第

一

巻
、

七
八

六

－

九

頁
、

附

属

の

機

密

公

文

（
案
）

は

『
日
本

外
交

文
書
』

第
四

二
巻
一

冊
、

文

書
三
〇

九
、

鹿

島
、

前

掲

書
、

第

八

巻
、

三

三

三

ー

四

頁
。

な

お
本

件
と

同
じ

こ

ろ
、

煙

台
炭
磧

お
よ

び
間

島
の
天

宝
山

銀

鉱

で

も
、

類
似

す
る

問
題

が
起

っ

て
い
た
よ

う
で
あ

る

（『
日

本

外

交

文

書
』

第

四

四

巻
二

冊
、

文

書

四

＝

以
下
、

ま
た

外
務

省
外
交

史
料

館
所

蔵
記

録
一●
Ｓ
α
静

一－α
「
支

那
鉱

山

関
係

雑
件

満
州

ノ
部

撫
順

及
煙
台

炭
鉱
」

第
五

巻
）。

㈲

一
九

一
一

（
明

治

四
四
）

年
六
月

二
六

日
付
有

田
奉
天

総
領

事

代

理
発

小

村
外
相

宛
郵

信
第

五
二

号

（
前
掲

「
支
那
鉱

山
関

係
雑
件

満

州

ノ
部

撫

順

及
煙
台

炭
鉱
」

第

五
巻

所
収
）。

㈹

実
際
、

二
〇

万
五

〇

〇
〇
両
分

の
手
形

は
、

直
接

に
は

清
国

政

府

の

代

表

者

（
交
渉

使
）

に

手
交

さ
れ
て

い
る
。

こ

の
よ
う

な
変

則
的

な

形

式

を

と

っ

た

理
由

に

つ
い
て

は

『
日
本
外
交
文

書
』

第

四
二
巻
一

冊
、

文

書

二

九

九

を

参

照
。

㈹

そ
の
た

め

返
還

に
際

し
て
は
、

日

露
の
元

首
間

で
親
電

が
交

換

さ

れ

て

い

る

（
『
日
本

外
交

文

書
』

第
四

四
巻
一

冊
、

文
書
二

四

四
）。

㈲

本
件
に

つ
い

て

詳
し

く
は

『
日
本

外
交
文

書
』

第

四
二
巻

一

冊
、

文

書
一

一

四
ー
八
、

第

四
三
巻

一
冊
、

文
書

一
一

五
－
六
、

第
四

四

巻
一

冊
、

文
書

二

一

四

ー

四

七
。

６０

『
日
本

外
交

文
書
』

第
三
七

巻
二
冊
、

文

書

一

〇
三

八

－

四
九
、

お

よ

び

第
三
八

巻
二

冊
、

文
書

一
二
八
九

ー
九

四
。

な
お
一

九
〇

六

（
明

治

三

九
）

年
二
月

一
〇

日

に
は
、

同
省
興
化

府
楓
亭

に
お
い

て
西

本
願

寺
の

布

教

堂

に

１９９８
．
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対
す

る
類

似
の

暴

行
事
件

が
起

り
、

日
本

側
は

同
年

五

月
二
八

日
、

東
本

願

寺
事

件
と

同
様

の

要
求
を

清
国

側
に

対
し

て
行

っ
て

い
る
が
、

そ

の

結
末

に

つ
い

て
は

明
か

で
な

い

（
『
日
本

外
交
文

書
』

第

三

九

巻

一

冊
、

文

書

七
三

三
－

四
二

お
よ

び

外
務
省

外
交

史
料
館

所

蔵
記

録
ω●一
〇・一●
お

「
南

清

二

於
ケ

ル
東

西
本

願

寺
布

教
一
件
」。

請

求
金
額

は

実

損

害

額

に

あ

た

る

銀

六

二
二

二

元
）。

㈹

関
東

州
水
産

組

合
の
下

の

「
遠

洋
漁
業

団
」

が
、

熊

岳
城

付

近

の

漁

場

に

出

入
り
す

る

漁
船

に
対
し
、
「
海

賊
か

ら
の

保

護

料
」

を

名

目

に

金

銭

を
強

請
し

た

事
件
。

本
件

被
害

者
の
一

人
で
あ

る

本
間

錠
吉

も
こ

れ
に

関

与

し

て

お

り
、

清

国
側

の
態

度
の

硬
化
を

招
い
た
。

こ

の
問

題
に

対
し

て
、

一

時

清

国

側
か
ら

損

害
の

賠
償
が

提
起

さ
れ

た
が
、

交
渉

に
よ

り
落

着
し

た

よ

う

で

あ

る

（『
日
本

外
交

文
書
』

第
四
〇

巻
二

冊
、

文

書
一

二
五

二

⊥

二
二
六
）。

働

本
件

に
関

す
る

外
交

史
料
と

し

て
は

『
日

本
外

交
文

書
』

第

四
〇
巻

二
冊
、

文

書

一

二

二

八

⊥

二
二

七

お

よ

び

外

務

省

外

交

史

料

館

所

蔵

記

録
心
．
鱒
．
α
●
・。
ω
Ｏ

「
蓋

平

漁
業

公
司

二
於

テ
本

邦
漁
業

団
員

不
法

監
禁

並
二

清
国

人
殺

害
一
件
」。

な
お
、

そ

の
後

こ
の

賠
償

金
が

実
際
に

支
払

わ
れ

た
か

ど
う

か
は

明

か

で

な

い
。

㈲

事
件

の
背

景
お

よ
び

詳
細

に
つ
い

て
は
、

飯

野
正

子
・

高
村
宏

子

「
ヴ

ァ

ン

ク
ー
ヴ

ァ

暴
動

に
関

す
る
一

考
察
」
『
津

田

塾

大

学

紀
要
』

＝
二
号
、

一

九

八

一

年
、

口
ｏ
≦

費
侮

国
●

ω
β
σｑ
旨

○
け
ｐ

、、
弓
ゴ
①

＜
Φ
琴

２
＜
霞

幻
δ

審

Ｏ
ｈ

一
８

刈
”

》

０
９
め
ｏ

象

ｏ
昌

国

窟
。。
○
傷
Ｐ
．．

ぢ

震

一
〇

蔓

Ｏ
ｏ

霞

ｏ
図

ｏ
⇒
侮

日
・

ｑＱ

８

暮

ζ
一
覧

冨

≦
勲

巴
ω
二

肉
９
。。
鮮

§
、
ｏ
。。
の

ミ
馬

℃

§

ミ

♪

ｑ◎

導

鼠

切

霞
げ
舘

勲

〉
日

魯

８
０
旨

切
ぎ
＝
Ｏ
鵯

９
ｂ
三
〇
巴

Ｏ
①
暮
Ｏ
㍗
Ｏ
口

○

℃
器
ω
ρ

一
㊤
謡
●

ま

た

『
日
本

外
交

文
書
』

第

四

〇
巻
三

冊
、

文
書

一
七

四
六
－
八

七
。

⑮の

負
傷

者
の

治
療

費
や
、

被
害

商
家
が
申

し
出

た
損
害

を
合

計
し

た

額

は
、

直

接
損

害
が

米
貨

二
四

〇
五

ド
ル

七
〇
セ

ン
ト
、

間
接

損
害

が
米

貨

一

万

一

＝

三

ド
ル

七
五

セ
ン

ト
で

あ
っ

た

（『
日
本

外
交
文

書
』

第

四

〇

巻

三

冊
、

文
書
一

七
六

四
）。

な
お
、

同
時

に
襲
撃

さ

れ

た

清

国
人

街

の

損

害
、

お

よ

び

そ
の

賠
償

に

つ
い
て

は
、

『
日
本

外
交
文

書
』

第

四
〇

巻

三

冊
、

文

書

一

七
五
五
、

一
七

六

四
、

一
七

七
七
、

第

四
一
巻

二
冊
、

文

書

一

五

八

七

を

参

照
。

㈲

『
日

本

外

交

文

書
』

第

四

〇

巻

三

冊
、

文

書

一

七

七

三
。

ま

た

Ｑ◎
β
σｑ

ぎ

○
ざ

》

８
・
９
琳
二

署

●
一
〇
刈
－
○。
・

㈹

『
日

本

外

交

文

書
』

第

四

〇

巻

三

冊
、

文

書

一

七

八

六

－

七
。

ま

た

◎Ｑ
仁
σｑ

巨

９

ｐ

８

●
９
鮮
二

署

」
Ｏ
◎。
－
㊤

．

㈲

事

件
に

つ
い

て
詳

し
く

は
菊

池
貴
晴

『
中
国
民

族
運
動

の
基

本

構

造
』

大

安
、

一

九
六

六
年
、

五
七

－
六

八
頁
、

ま
た

『
日
本

外
交

文

書
』

第

四

一

巻

二

冊
、

文
書

九
八

八
－

一
〇

八
九
。

ま
た
事
件

に
対

し
て
当

時
、

国

際

法

の

見

地
か
ら

な
さ

れ
た

分
析

と
し

て
立

作
太
郎

「
辰

丸

事

件

国

際

法

観
」

『
国

際

法
雑
誌
』

第
六

巻
八

号
、

一

九

〇
八

年
が
あ

る
。

㈹

賠

償

金

額

の

確

定

に

つ

い

て

は

外

務

省

外

交

史

料

館

所

蔵

記

録
一

・
一

．
ｂ。
・
ミ

「
第
二
辰

丸

抑
留
二

関

ス
ル

田
清
交

渉
一
件
」

第
二

巻
、

そ

の

授

受

に

つ

い

て

は
同

巻
所

収
の
一

九
一

六

（
大

正
五
）

年

一
月
二

四
日

発
赤

塚

広

東

総

領

事

発
石

井
外

相
宛

電
信

第
一

六
号
、

お

よ
び
同

年
一

月
二
八

日
付

赤

塚

広

東

レ フ ァ レ ン ス一 ５４ 一
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明 治 後 期 に お け る 日 本 の 国 家 間 賠 償 （一）

総
領

事
発

石
井

外
相

宛
郵

信
第

五
号

を
参

照
。

な

お
、

本

件

に
お

い
て

密
輸

行
為

そ
の

も
の

の
有

無
に

つ
い

て

は

結

局

不

明
の

ま
ま

と

さ
れ

た
が
、

当
時

の
広

東
領

事

の

報

告

（
『
日

本

外

交

文

書
』

卜

第

四
一
巻

二

冊
、

文

書
一

〇
八

九
）

や
、

当
時

の

駐
清
公

使

の

回

顧

録

（
林

’
権

助
述

・
岩

井
尊

人

編
著

「
わ

が
七

十
年

を

語
る
」

第
一
書

房
、

一

九

三

五

年
、

二
七

三
１

八
頁
）

を

看
る
か

ぎ

り
、

第

二
辰

丸
側

の
行

動

に

も

相

当

に

疑

わ

し

い

点

が

み

ら

れ

る
。

．

ま

た
、

本

件
に

反
撞

し
た

清
国

国
民

に
よ

り
、

広

東
を

中
心

に
大

規

模
な

日
貨

排
斥

運
動

が
引

起
さ

れ
た
。

こ
れ

に

つ
い

て
は

菊
池
、

前
掲
書
、

六
八

－

一
〇

六
頁
、

ま
た

菅

野
正

「
辰

丸
事

件
と

在

日

中

国
人

の

動

向
」

『
奈

良

大

学

紀
要
』

一

一

号
、

一
九

八
二

年
、

『
日

本
外

交
文

書
』

第

四
一

巻
二

冊
、

文

書
一

〇
九

〇

１
一

六
七

を
参

照
。

謝

『
日
本
外

交
文

書
』

第

四
一

巻
二

冊
、

文

書

一

一

六

八

－

二

四

二
、

第

四

二

巻
一

冊
、

文

書
六

一
－

一

＝
二
、

第

四

三
巻

一
冊
、

文
書
一

六
五

－

七
一
、

第

四

四
巻
一

冊
、

文
書
三

二
九

⊥

二
四
。

な
お
、

最
終

的
に

日

本

政

府

に

支

払
わ
れ

た
賠

償
金

に

は

「
金

毘
羅

丸
事

件
」

に
対
す

る
賠

償
金

（
四
一

〇

〇

円
）

が

含
ま

れ
る
。

金

毘
羅

丸
事

件
と

は
、

一

九
〇

六

（
明
治

三
九
）

年
七

月

に

発
生

し

た

ロ

シ

ア

艦

艇

に

よ

る

不

法

臨

検

事

件

で

あ

る

が
、

日

本

政

府

も

ロ

シ

ア

側

に

一
３

万
六

二

四
〇

円
の

損
害

賠
償
を

し

た
と

の
こ

と

で
あ
る

（『
日

本

外

交

文

書
』

第

四
四

巻
一

冊
、

文

書
三

三
〇

註
）。

こ
の

時
期
、

ロ
シ

ア

官
憲

に
よ
る

不
当

な

臨
検

・
阜
捕

が
し

ば

し

ば

行

わ

れ

て
お

り

（
そ
の

実
情

に
う

い
て

は

『
旧

本
外

交
文

書
』

第

四
二

巻

一

冊
、

文
書

一
二

を

参
照
）
、

臼
本

政
府

は
一

九

〇
六

（
明

治
三

九
）

年
九

月
、

ウ

ラ

ジ

オ
ス

ト
ッ

ク
駐

劃
の

貿
易

事
務

官
に
宛

て

て
、

日

本
漁

船
の

保

護

に

つ

い

て

の
訓

令
を

発
し

て
い

る

（『
日
本

外
交

文

書
』

第

三

九

巻

二

冊
、

文

書

一

二

九
七
）。

鋤

本

件

に

関

す

る

外

交

史

料

は

外

務

省

外

交

史

料

館

所

蔵

記

録
戯
●
“。・
α
●
“。
＆

（
「
清

国
杭
州

暴

動
並
城

内

摺
住

日
本

人
撤

退
一
件
」。

な

お

日
清

間

の

合

意

成

立
の

日
付

に

つ
い
て
、

一
九

一
〇

（
明
治

四
三
）

年
五

月
三

一

日

付

池
辺

杭

州
領

事
館

事
務

代
理

発
小

村
外

相
宛

郵
信

第
一

二
号

で
は

五

月
二

四

日
と

す

る
が
、

こ

こ
で
は

同
年

五
月

二
三

日
発

有

吉
上
海

総
領

事

発
小

村

外

相
宛

電

信
第

六

四
号

に
従
っ

て
二

三

日
と
し

た
。

（
い
と

う

し

ん

や

・

外

交

防

衛

課
）
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